
天津教古文書の批判
狩野亨吉

青空文庫





　
　
　
　
　
　
第
一
　
緒
言

　
天
津
教
古
文
書
の
批
判
に
先
だ
ち
、
私
は
如
何
な
る
因
縁
で
天
津
教
の
存
在
を
知
つ
た
か
、
又
如
何
な
る
必

要
あ
つ
て
其
古
文
書
を
批
判
す
る
か
、
こ
の
二
點
に
就
い
て
説
明
し
て
置
き
た
い
。

　
昭
和
三
年
五
月
の
末
に
、
天
津
教
信
者
の
某
々
二
氏
が
拙
寓
に
訪
れ
、
そ
の
寶
物
の
寫
眞
を
贈
ら
れ
、
兼
て

そ
の
本
據
地
な
る
茨
城
縣
磯
原
へ
參
詣
を
勸
め
ら
れ
た
。
私
は
寫
眞
を
一
見
し
て
、
其
原
物
の
欺
瞞
性
を
感
知

し
甚
だ
怪
し
か
ら
ん
こ
と
を
聞
く
も
の
か
な
と
思
つ
た
が
爭
ふ
こ
と
を
止
め
て
穩
に
歸
し
た
。
し
か
し
主
な
る

一
人
は
有
力
な
る
金
主
で
あ
る
と
察
せ
ら
れ
た
の
で
、
同
氏
の
將
來
を
思
ひ
、
直
に
書
面
を
以
て
寫
眞
に
對
す

る
愚
見
を
述
べ
、
天
津
教
の
警
戒
す
べ
き
所
以
を
知
ら
せ
た
。
其
後
何
等
の
挨
拶
も
な
い
の
で
、
こ
の
警
告
が

何
程
利
い
た
か
分
ら
な
い
。

　
昭
和
五
年
十
二
月
天
津
教
關
係
者
が
警
視
廳
の
取
調
を
受
け
た
時
、
須
く
彼
等
が
皇
室
の
歴
史
に
對
し
て
施

し
た
と
こ
ろ
の
錯
迷
狂
的
加
工
を
追
究
し
、
嚴
重
の
處
分
を
爲
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、
左
樣
な
徹

底
的
の
處
置
が
講
ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
と
見
え
、
其
後
も
天
津
教
は
檢
擧
に
懲
り
ず
し
て
宣
傳
を
續
け
、
シ

リ
ヤ
の
石
こ
ろ
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
類
似
の
山
な
ど
を
應
援
に
擔
出
し
て
益
〻
病
的
迷
妄
の
傳
播
を
試
み
る
の
で
あ

つ
た
。
實
に
苦
々
し
き
こ
と
と
思
つ
た
が
、
世
間
天
津
教
以
上
に
不
都
合
な
宣
傳
を
す
る
も
の
も
澤
山
あ
る
か

ら
、
一
々
相
手
に
し
て
居
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
昨
年
八
月
私
は
日
本
醫
事
新
報
か
ら
天
津
教
古
文
書
の
歴
史
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的
價
値
を
調
べ
る
こ
と
を
頼
ま
れ
た
。
天
津
教
古
文
書
は
莫
大
あ
る
も
の
と
稱
せ
ら
れ
る
が
、
不
信
者
に
は
容

易
に
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
と
思
ひ
、
先
づ
取
敢
え
ず
手
元
に
あ
る
寫
眞
七
枚
の
中
の
古
文
書
に
關
す
る
も

の
五
枚
の
檢
討
に
取
掛
つ
た
。
而
し
て
こ
の
五
枚
の
寫
眞
の
み
の
研
究
に
よ
り
、
啻
に
こ
の
五
枚
に
限
ら
ず
、

天
津
教
古
文
書
の
全
部
は
悉
く
最
近
の
僞
造
に
か
ゝ
り
全
く
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
判
斷
に
到
達

し
た
。
そ
こ
で
依
頼
者
に
此
趣
を
返
答
し
た
が
、
其
意
味
は
決
定
的
で
あ
つ
た
に
係
ら
ず
文
句
は
抽
象
的
で
あ

つ
た
。
抽
象
的
に
し
た
譯
は
、
凡
そ
追
撃
撲
滅
等
の
場
面
は
人
心
を
刺
激
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
此
所
で
も
類
似

の
恐
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
處
が
間
も
な
く
私
が
關
係
し
て
ゐ
る
或
る
場
所
で
、
軍
人
の
勸
誘

に
よ
り
、
思
想
善
導
の
講
演
を
遣
つ
て
貰
ふ
と
、
天
津
教
を
利
用
し
た
話
を
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
う

な
る
と
最
早
天
津
教
を
對
岸
の
火
事
扱
に
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
且
又
最
初
に
二
人
の
信
者
を
私
に
向
け
た

方
も
海
軍
大
將
で
あ
つ
た
こ
と
を
想
起
し
、
旁
〻
天
津
教
の
性
質
上
こ
れ
は
或
は
軍
人
間
に
比
較
的
多
く
の
信

者
を
有
す
る
に
非
ざ
る
か
と
の
疑
を
生
じ
、
少
し
く
探
索
し
て
見
る
と
果
し
て
其
通
り
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
即

ち
か
の
狂
的
妄
想
が
那
邊
を
蠧
毒
す
る
に
至
る
や
推
察
す
る
に
難
か
ら
ず
で
、
事
甚
だ
憂
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
。

今
に
し
て
其
浸
漸
を
防
止
せ
ざ
れ
ば
、
早
晩
健
全
な
る
思
想
と
の
衝
突
を
惹
起
し
、
其
結
果
社
會
に
迷
惑
を
及

ぼ
す
こ
と
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
是
れ
或
は
杞
憂
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
も
、
豫
め
天
津
教
の
眞
價
を
知
り
、
事

に
當
つ
て
迷
は
ざ
る
を
期
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
茲
に
於
て
私
は
再
び
天
津
教
古
文
書
の
批
判
を
思
立
ち
、
曩
に

屑
し
と
せ
ざ
り
し
方
式
に
よ
り
精
査
糺
明
こ
れ
勉
め
以
て
一
般
世
人
を
も
警
醒
せ
ん
こ
と
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

　
就
い
て
は
天
津
教
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
な
い
人
も
あ
る
と
想
ふ
か
ら
、
其
性
質
を
一
瞥
し
て
見
る
。
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天
津
教
は
現
に
磯
原
に
住
す
る
竹
内
氏
が
守
る
と
こ
ろ
の
皇
祖
皇
太
神
宮
を
中
心
と
し
て
宣
傳
せ
ら
れ
る
思

想
の
系
統
で
あ
る
。
そ
の
主
張
を
聞
け
ば
、
武
内
宿
禰
の
子
孫
は
後
ち
竹
内
と
稱
し
連
綿
千
九
百
年
、
皇
祖
皇

太
神
宮
を
奉
戴
し
て
以
つ
て
今
日
に
及
び
、
其
間
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
迫
害
と
を
經
て
、
尚
ほ
よ
く
神
代
よ
り
傳

は
つ
た
皇
室
關
係
の
古
文
書
及
び
古
器
物
を
守
護
保
存
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
主
張
以
外
に
今
の
所

は
病
氣
治
癒
の
保
證
を
附
け
た
り
、
男
女
交
際
の
便
宜
を
計
つ
た
り
、
心
靈
現
象
の
所
作
を
見
せ
た
り
、
乃
至

財
物
勸
進
の
強
要
を
行
つ
た
り
す
る
樣
な
こ
と
を
聞
か
な
い
。
此
點
普
通
の
宗
教
と
は
違
つ
て
ゐ
る
。
内
部
の

組
織
も
簡
單
で
、
未
だ
伏
魔
殿
式
施
設
を
見
な
い
。
外
部
へ
の
宣
傳
方
法
も
穩
か
で
惡
辣
で
な
い
。
故
に
風
教

上
か
ら
視
て
此
教
派
ほ
ど
無
難
な
も
の
は
珍
し
い
。
此
の
如
く
所
謂
宗
教
的
施
設
に
關
し
て
は
何
等
注
意
す
べ

き
も
の
な
き
も
、
其
代
り
に
古
器
物
古
文
書
を
證
據
と
し
て
神
代
百
億
萬
年
の
歴
史
を
展
開
し
以
て
皇
室
の
規

模
を
莊
嚴
す
る
に
勉
め
る
。
此
所
苟
も
批
判
を
許
さ
な
い
態
度
を
取
つ
て
ゐ
る
。
如
何
に
も
其
遣
方
が
地
味
と

も
見
ら
れ
、
凡
そ
紅
粉
と
縁
遠
き
た
め
、
君
子
も
近
く
べ
か
ら
し
め
以
て
知
識
階
級
に
呼
懸
け
る
神
社
神
道
を

想
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
は
勿
論
表
面
觀
察
に
寫
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
一
歩
深
入
し
て
研
究
し
て
見
る
と
、
勿
論
挾
む
所
あ
つ
て

の
仕
事
で
、
其
目
的
を
隱
す
た
め
に
皇
威
を
藉
り
人
を
幻
惑
さ
せ
よ
う
と
す
る
仕
組
が
浮
出
し
て
來
る
。
類
似

の
企
圖
は
よ
く
あ
る
手
で
、
鎌
倉
時
代
に
も
徳
川
時
代
に
も
明
治
時
代
に
も
現
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
專
門
家
に

は
珍
し
く
は
な
い
。
天
津
教
其
物
は
此
種
類
の
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
矢
張
全
然
齒
牙
に
か
け
る
に

足
ら
な
い
素
物
で
あ
る
こ
と
は
一
見
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
確
な
證
據
を
捉
へ
て
止
め
を
刺
す
に
は
第
一
に
研
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究
を
要
し
第
二
に
力
を
要
す
る
。
故
に
官
署
か
ら
命
令
あ
ら
ば
骨
折
つ
て
鑑
定
す
る
の
も
面
白
い
が
、
大
概
の

場
合
に
は
此
種
の
勞
し
て
效
な
き
事
項
は
駄
目
で
あ
る
の
一
言
で
早
速
逃
げ
る
の
が
賢
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

さ
う
し
た
具
合
に
賢
か
つ
た
大
學
の
博
士
達
は
天
津
教
側
か
ら
首
音
の
濁
つ
た
陰
口
言
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
私

は
又
ど
ん
な
怨
を
受
け
る
か
測
知
り
難
い
。

　
偖
て
彌
〻
批
判
に
取
掛
る
が
、
其
材
料
は
前
申
し
た
如
く
古
文
書
の
寫
眞
五
枚
で
あ
る
。
僅
に
五
枚
、
實
に

天
津
教
文
書
の
片
鱗
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
片
鱗
を
以
て
全
體
を
見
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
の
反
駁
あ
ら
ば
認
め

る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
又
生
命
を
取
る
に
は
一
箇
の
致
命
傷
に
て
足
る
こ
と
を
心
得

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
抑
も
こ
の
五
つ
の
文
書
は
單
な
る
片
鱗
で
は
な
い
。
片
鱗
と
雖
も
代
表
的
寶
物
と
し
て
寫

眞
に
撮
ら
れ
誇
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
之
を
又
軍
陣
に
喩
ふ
れ
ば
天
津
教
の
精
鋭
を
統
率
す
る
將
軍
と
見
る

べ
き
で
、
英
姿
颯
々
威
風
堂
々
た
る
を
想
は
し
め
る
底
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
吾
人
の
張
る
研
究
の
爲
め
に
此

等
將
軍
が
一
々
致
命
傷
を
蒙
る
こ
と
あ
ら
ば
、
其
結
果
知
る
べ
き
で
、
率
ゐ
る
所
の
全
軍
は
土
崩
瓦
解
し
て
あ

は
れ
潰
滅
の
路
を
辿
る
外
な
い
で
あ
ら
う
。

　
檢
討
に
附
す
る
に
當
り
文
書
の
順
序
は
新
し
き
よ
り
古
き
に
遡
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
　
長
慶
太
神
宮
御
由
來

　
第
一
の
文
書
は
寫
眞
の
標
記
に
長
慶
太
神
宮
御
由
來
と
あ
り
、
文
字
が
細
か
い
上
に
汚
染
の
た
め
不
明
な
所
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も
あ
る
が
、
之
を
擴
大
し
て
見
れ
ば
一
字
を
除
き
間
違
な
く
讀
め
る
。
即
ち
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
掛
卷
毛
恐
伎
應
永
二
乙
亥
年
十
月
十
四
日
越
中
國
神
明
棟
梁

　
　
皇
祖
皇
太
神
宮
境
内
に
長
慶
太
神
宮
奉
勸
請
祭
神
皇
王
九
十
八
代

　
　
長
慶
寛
成
天
皇
神
靈
歴
代
皇
靈
神
御
帝
河
内
交
野
私
市
師
師

　
　
窟
寺
に
敵
の
爲
に
元
中
九
年
閏
十
月
十
五
日
夜
御
壽
四
十
九
歳
御
崩
百
重

　
　
原
に
葬
神
靈
神
體
天
皇
詔
し
て
御
名
を
石
に
形
假
名
に
て
堀
付
る
御
頭
毛

　
　
□
瓶
に
十
六
菊
紋
附
十
六
菊
紋
袈
裟
御
宸
筆
歌
鈴
を
神
體
に
祭
る

　
　
攝
社
秋
葉
位
明
神
總
大
將
殉
死
紀
氏
竹
内
越
中
守
正
四
位
惟

　
　
眞
壽
七
十
三
歳
の
神
靈
竹
内
信
治
五
十
七
歳
神
靈
竹
内
日
座
定
介
改
め

　
　
惟
尚
神
靈
天
皇
の
忠
心
勸
王
者
竹
内
一
族
百
五
十
名
天
皇
前
後
の

　
　
敵
に
隱
れ
敬
護
し
勸
王
家
元
中
九
年
八
月
十
三
日
窟
寺
に
安
着
の
時

　
　
九
十
七
名
居
る
道
中
の
難
戰
に
討
死
の
者
岩
崎
彌
助
前
田
又
藏
關
屋

　
　
次
郎
若
槻
禮
太
郎
關
谷
和
吉
牧
野
助
之
丞
粕
谷
十
郎
倉
富

　
　
利
秋
板
垣
七
之
助
東
郷
八
右
ヱ
門
黒
田
清
兵
衞
澁
澤
隆
榮
高
橋

　
　
門
次
澁
谷
安
右
ヱ
門
眞
鍋
武
利
楠
次
郎
正
幸
清
浦
善
次
郎
平
田

　
　
東
右
ヱ
門
野
村
惣
三
郎
中
田
清
次
郎
安
田
作
右
ヱ
門
岡
崎
藤
助
井
上

　
　
次
郎
淺
野
長
義
松
井
藏
之
助
櫻
井
左
ヱ
門
赤
井
幾
右
ヱ
門
一
條
助
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隆
二
條
利
義
中
條
春
完
三
條
信
義
四
條
隆
次
五
條
清
信
六
條

　
　
助
信
八
條
信
弘
芝
信
義
小
村
安
五
郎
武
藤
清
右
ヱ
門
新
保
八
郎
小
山

　
　
三
郎
杉
政
次
郎
右
ヱ
門
高
道
治
助
高
柳
利
治
藤
田
小
三
郎
野
尻
善
右
ヱ
門

　
　
稻
垣
角
之
進
草
野
清
利
蛭
田
甚
左
ヱ
門
木
村
常
陸
之
助
結
城
三
左
ヱ
門

　
　
斯
波
左
ヱ
門
白
川
政
利
長
井
吉
兵
衞
の
神
靈
を
同
日
奉
勸
請
毎
年

　
　
十
月
十
四
日
を
祭
日
に
定

　
　
　
應
永
二
年
十
月
十
四
日
五
日
印
之

　
　
　
　
祭
主
棟
梁
皇
祖
皇
太
神
宮
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
紀
氏
竹
内
宗
義
謹
（
華
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
紀
氏
竹
内
惟
義
謹
（
華
押
）

　
　
　
長
慶
太
神
宮
祕
藏

　
此
縁
起
文
の
大
要
を
述
ぶ
れ
ば
、
應
永
二
年
十
月
に
越
中
國
高
祖
皇
太
神
宮
境
内
に
長
慶
太
神
宮
を
設
け
、

主
神
と
し
て
長
慶
天
皇
を
祭
り
、
攝
社
と
し
て
秋
葉
位
神
社
を
建
て
、
之
に
は
長
慶
天
皇
御
崩
御
の
際
の
殉
死

者
竹
内
惟
眞
外
二
名
及
び
同
志
の
戰
死
者
岩
崎
彌
助
以
下
五
十
三
名
を
合
祀
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
第
一
、
文
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
初
め
の
文
句
は
掛
卷
毛
恐
伎
で
、
如
何
に
も
神
社
の
縁
起
に
ふ
さ
は

し
い
と
聞
え
た
が
二
の
句
が
續
か
ず
、
忽
ち
凡
俗
の
口
調
に
變
じ
、
奇
妙
な
熟
語
や
當
字
を
使
つ
て
ゐ
る
。
熟

語
の
例
は
第
二
行
に
皇
王
（
人
皇
と
云
ふ
べ
き
所
）
、
第
四
行
に
御
崩
（
崩
御
）
が
あ
り
、
當
字
の
例
は
第
五
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行
に
形
假
名
（
片
假
名
）
堀
付
（
彫
付
）
、
第
九
行
に
忠
心
（
忠
臣
）
、
第
十
行
に
敬
護
（
警
護
）
、
第
二
十

三
行
に
印
（
記
）
が
あ
る
。
而
し
て
形
假
名
と
印
と
は
後
に
取
扱
ふ
平
群
眞
鳥
の
文
書
に
も
既
に
現
れ
て
ゐ
る

か
ら
、
天
津
教
傳
來
の
語
法
と
取
つ
て
差
支
な
い
譯
で
、
千
年
も
變
ら
ず
に
か
う
し
た
文
字
を
使
つ
て
ゐ
る
の

は
甚
だ
頑
強
な
所
が
あ
る
。
其
所
に
は
何
か
特
別
な
理
由
が
存
在
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
是
は
後
に
研
究

す
る
こ
と
に
す
る
。
用
語
の
穩
か
な
ら
ぬ
も
の
に
第
五
行
の
初
に
「
百
重
原
に
葬
」
が
あ
る
、
此
所
は
葬
の
唯

の
一
字
で
滿
足
す
べ
き
で
な
く
宜
し
く
敬
語
の
形
と
す
べ
き
で
あ
る
。
最
も
大
體
成
つ
て
ゐ
な
い
文
章
で
あ
る

か
ら
、
敬
語
の
用
法
な
ど
を
責
む
る
は
無
理
か
も
知
れ
ぬ
。
第
十
行
の
「
敵
に
隱
れ
敬
護
し
勸
王
家
云
々
」
は

多
々
論
議
す
べ
き
所
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
今
は
唯
警
護
せ
し
と
云
ふ
べ
き
を
其
中
か
ら
「
せ
」
の
一
字
を
脱
し

た
所
に
注
意
を
呼
ん
で
置
く
に
止
め
る
。
そ
れ
か
ら
勸
王
家
は
勿
論
勤
王
家
の
誤
で
あ
ら
う
が
、
ど
う
も
新
し

い
響
が
す
る
。
又
徳
川
以
前
に
は
所
有
格
を
示
す
「
の
」
字
は
大
抵
「
之
」
字
を
使
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
文

に
は
悉
く
「
の
」
字
を
用
ゐ
て
ゐ
る
の
も
亦
新
し
く
見
え
る
。
第
二
十
三
行
の
「
印
之
」
は
之
を
記
す
と
讀
ま

な
け
れ
ば
意
味
が
通
じ
な
い
。
即
ち
印
は
記
の
當
字
で
あ
る
。
此
用
例
は
平
群
眞
鳥
に
も
出
て
ゐ
る
。
第
二
十

五
、
二
十
六
行
署
名
の
下
に
書
と
か
記
と
か
或
は
之
に
代
る
動
詞
が
あ
る
べ
き
所
に
、
普
通
此
等
の
字
に
副
詞

と
し
て
添
へ
ら
れ
る
謹
の
一
字
を
置
き
其
下
に
華
押
を
書
添
へ
て
ゐ
る
。
此
形
式
は
又
平
群
眞
鳥
の
場
合
に
現

は
れ
る
か
ら
所
謂
頑
強
の
第
二
例
と
な
る
。
最
後
に
此
文
の
最
も
不
都
合
な
る
點
は
第
七
行
の
「
紀
氏
竹
内
越

中
守
正
四
位
云
々
」
と
書
下
し
た
所
に
存
ず
る
の
で
あ
る
が
、
史
實
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
後
𢌞
に
し
て
、

今
は
唯
此
文
は
典
故
を
知
ら
な
い
人
の
作
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
つ
て
置
く
。
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以
上
文
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
は
文
法
も
知
ら
ず
典
故
も
知
ら
ず
し
て
書
い
た
も
の
で
、
且
つ
全

體
の
調
子
よ
り
察
し
て
比
較
的
近
頃
の
人
の
作
と
思
は
せ
ら
れ
る
。

　
第
二
、
書
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
字
形
は
大
體
唐
樣
と
取
る
べ
き
も
の
で
、
御
家
流
の
影
響
は
微
弱
で

あ
る
。
而
し
て
一
見
菱
湖
の
影
響
を
肯
定
出
來
る
。
筆
致
を
考
へ
る
に
器
用
の
質
で
あ
る
が
未
だ
修
練
を
積
ま

な
い
。
故
に
無
理
が
出
來
た
り
誤
字
が
現
れ
た
り
す
る
。
前
者
の
例
と
し
て
第
二
行
其
他
に
あ
る
「
宮
」
第
四

行
「
夜
」
第
六
行
「
歌
」
等
の
行
體
を
擧
げ
得
る
。
後
者
の
例
と
し
て
は
第
四
行
「
窟
」
第
六
行
「
裟
」
第
九
、

十
行
「
勤
」
第
十
一
行
「
難
」
第
十
四
行
「
次
」
と
す
べ
き
所
に
無
理
な
形
或
は
全
く
別
字
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。

此
外
に
許
す
べ
き
範
圍
に
入
る
特
異
の
字
形
が
頗
る
多
い
。
其
中
二
三
を
擧
げ
る
と
皇
、
靈
、
義
、
隱
、
信
等

の
文
字
が
得
ら
れ
る
。
他
は
必
要
も
な
い
か
ら
省
く
こ
と
に
す
る
。
此
等
の
文
字
は
個
性
習
慣
に
よ
つ
て
頑
強

性
を
保
持
し
、
他
の
文
書
に
も
現
れ
る
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
で
あ
ら
う
。
所
謂
頑
強
の
第

三
例
で
あ
る
。

　
以
上
書
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
書
は
素
人
の
筆
で
、
菱
湖
の
風
を
受
け
て
ゐ
る
所
よ
り
推
測
し
て
、

天
保
以
前
に
遡
ら
し
め
る
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
、
内
容
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
時
日
、
地
理
、
人
物
、
事
件
の
順
序
で
調
査
す
る
。

　
時
日
に
關
し
、
干
支
閏
月
等
の
記
入
に
は
不
都
合
は
な
い
。

　
地
理
に
關
し
、
越
中
國
皇
祖
皇
太
神
宮
の
所
在
が
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
之
を
決
定
す
る
に
は
意
外
の

困
難
が
豫
想
せ
ら
れ
る
の
で
、
暫
く
天
津
教
の
言
分
を
立
て
る
。
併
し
後
で
判
る
が
結
局
は
こ
の
穿
鑿
の
必
要
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は
無
い
の
で
あ
る
。
次
に
河
内
國
交
野
郡
私
市
師
々
窟
寺
は
師
々
を
獅
子
と
し
て
生
き
る
。
昔
は
龜
山
帝
の
御

陵
が
あ
る
と
想
は
れ
た
有
名
な
寺
で
あ
る
。
百
重
原
も
其
附
近
に
あ
つ
て
鴨
長
明
の
歌
で
顯
れ
て
ゐ
る
。

　
人
物
に
關
し
て
は
、
長
慶
天
皇
を
除
き
奉
り
、
外
の
登
場
者
は
五
十
六
人
共
皆
目
分
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら

竹
内
家
郎
黨
の
名
前
の
一
二
字
を
變
へ
る
と
、
近
頃
の
相
當
聞
え
た
人
が
顯
れ
出
る
の
で
あ
る
。
私
の
氣
付
い

た
二
三
を
選
ん
で
み
よ
う
な
ら
ば
、
顯
れ
出
る
人
は
岩
崎
彌
之
助
、
岩
槻
禮
次
郎
、
黒
田
清
隆
、
澁
澤
榮
一
、

平
田
東
助
、
淺
野
長
勳
、
松
崎
藏
之
助
或
は
松
井
庫
之
助
、
藤
田
小
四
郎
等
で
、
此
中
藤
田
小
四
郎
だ
け
が
明

治
前
の
人
で
あ
る
。
選
び
手
が
變
る
と
又
人
數
が
増
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
今
一
事
郎
黨
の
名
前
に
就
い

て
目
立
つ
こ
と
を
云
へ
ば
、
一
條
二
條
と
順
を
追
ひ
、
七
條
を
除
き
中
條
を
以
て
之
に
變
へ
て
第
三
番
目
に
置

き
、
八
條
迄
の
苗
字
に
各
〻
立
派
な
名
乘
を
附
け
て
並
列
さ
せ
た
奇
觀
で
あ
る
。
郎
黨
の
名
前
を
讀
ん
で
行
け

ば
何
か
知
ら
ん
近
頃
の
人
が
並
ん
で
ゐ
る
樣
な
氣
が
し
て
な
ら
ず
、
應
永
頃
の
勢
揃
ひ
と
し
て
は
受
取
り
難
い

所
が
あ
る
。
即
ち
人
物
の
實
在
性
に
關
し
て
は
多
大
の
疑
團
が
存
ず
る
の
で
あ
る
が
、
其
一
人
を
證
明
す
る
に

も
否
定
す
る
に
も
、
丁
度
皇
祖
皇
太
神
宮
所
在
地
の
場
合
と
同
じ
樣
な
困
難
を
感
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
駄

な
努
力
を
止
め
て
、
次
ぎ
の
事
項
に
移
る
。

　
事
件
即
ち
史
實
に
關
し
て
は
確
實
な
證
據
を
擧
げ
得
ら
れ
る
こ
と
だ
け
を
述
べ
る
。
此
縁
起
に
は
、
長
慶
天

皇
は
「
敵
の
爲
に
元
中
九
年
閏
十
月
十
五
日
夜
御
壽
四
十
九
歳
御
崩
百
重
原
に
葬
」
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
長

慶
天
皇
の
御
事
蹟
に
就
い
て
は
中
間
種
々
の
説
も
あ
つ
た
が
、
今
日
は
略
〻
一
定
し
、
崩
御
に
關
し
て
は
大
乘

院
日
記
目
録
に
記
載
す
る
所
を
正
し
い
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
に
由
れ
ば
天
皇
は
南
北
合
一
の
後
京
都
に
還
幸
せ
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ら
れ
大
覺
寺
に
御
座
し
、
應
永
元
年
八
月
一
日
聖
壽
五
十
二
に
て
崩
御
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
右
大
乘
院
日
記
目
録

は
當
時
第
一
流
の
學
者
で
あ
つ
た
一
條
兼
良
の
子
大
僧
正
尋
尊
の
記
録
し
た
も
の
で
、
天
津
教
文
書
な
ど
出
た

と
こ
ろ
で
對
抗
覺
束
な
い
。
即
ち
此
文
書
の
長
慶
天
皇
に
關
す
る
記
事
は
虚
妄
で
あ
る
。
し
か
し
聞
く
所
に
由

る
と
天
津
教
で
は
何
事
で
も
自
分
側
の
主
張
を
正
し
い
と
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
、
甚
だ
始
末
に
惡
い
の
で
あ
る

が
、
此
所
で
も
必
ず
負
惜
に
出
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
進
ん
で
殉
死
者
の
一
條
に
移
る
。
先
き
に
文
體
を
論
ず

る
に
當
り
「
紀
氏
竹
内
越
中
守
正
四
位
惟
眞
」
と
書
下
し
た
の
は
典
故
を
知
ら
な
い
た
め
だ
と
指
摘
し
て
置
い

た
が
、
官
位
を
記
す
書
式
を
知
ら
な
い
こ
と
は
許
し
て
や
つ
て
も
、
ど
う
し
て
も
許
せ
な
い
の
は
正
四
位
で
あ

る
。
凡
そ
位
階
は
大
寶
令
で
定
め
ら
れ
た
以
來
明
治
初
年
末
ま
で
變
化
な
し
に
傳
つ
て
來
た
も
の
で
、
其
定
め

に
よ
れ
ば
、
位
階
に
は
各
〻
正
從
が
あ
り
、
殊
に
四
位
以
下
に
は
正
從
に
亦
各
〻
上
下
が
あ
つ
て
、
單
に
正
四

位
と
云
ふ
位
は
無
い
の
で
あ
る
。
即
ち
正
四
位
竹
内
某
な
ど
云
ふ
人
の
應
永
年
間
に
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
る

譯
に
行
か
な
い
。
從
つ
て
此
記
事
は
又
虚
妄
で
あ
る
。
何
う
し
て
こ
ん
な
不
都
合
な
こ
と
を
書
い
た
か
其
原
因

を
突
止
め
て
見
よ
う
。
こ
れ
に
は
第
一
に
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
知
つ
て
こ
の
樣
な
不
都
合
を
書
く
筈
も
な
い
か

ら
、
知
ら
な
い
で
書
い
た
も
の
と
爲
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
又
二
つ
の
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
第
一

の
場
合
は
實
は
知
つ
て
ゐ
る
が
一
寸
忘
れ
る
か
不
注
意
の
爲
め
か
で
書
落
し
た
も
の
と
取
る
の
で
あ
る
。
第
二

の
場
合
は
全
く
知
ら
な
い
爲
め
書
か
な
か
つ
た
と
取
る
の
で
あ
る
。
先
づ
事
實
は
第
一
の
場
合
で
あ
つ
た
と
取

る
。
さ
う
す
る
と
宗
義
惟
義
等
は
大
事
な
尊
族
の
官
位
を
書
き
間
違
へ
た
と
云
つ
た
だ
け
で
濟
み
さ
う
で
あ
る

が
、
さ
う
は
行
か
な
い
。
何
ぜ
な
ら
如
何
に
長
慶
太
神
宮
祕
藏
の
文
書
と
は
い
へ
、
書
手
が
再
見
出
來
な
い
筈
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も
な
し
、
又
最
初
書
終
つ
た
時
に
も
校
讀
も
し
た
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
所
の
不
都
合
に
氣
付
い
た
と
す
る
と

全
然
清
書
し
直
す
か
又
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
何
等
施
す
と
こ
ろ
が
な
い
の
を

以
て
見
れ
ば
、
忘
れ
た
の
で
も
見
落
し
た
の
で
も
な
く
全
く
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
獨
り
宗
義
惟
義
が
知

ら
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
竹
内
家
代
々
の
人
も
亦
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
演
繹
せ
ざ
る
を
得
な
い

で
は
な
い
か
。
併
し
要
す
る
に
書
手
の
二
人
が
知
ら
な
か
つ
た
だ
け
で
よ
ろ
し
い
。
即
ち
第
一
の
場
合
が
成
立

せ
ず
し
て
第
二
の
場
合
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
宗
義
惟
義
二
人
と
も
に
正
四
位
に
上
下
の
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
赤
の
子
供
や
土
百
姓
素
町
人
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
殿
上
人
の
資
格
あ

る
惟
義
の
近
親
た
る
二
人
が
知
ら
な
い
と
は
何
事
ぞ
。
し
か
し
事
實
知
ら
な
い
も
の
な
ら
致
方
も
な
い
が
、
其

代
り
知
ら
な
い
で
濟
む
時
代
に
生
息
し
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
う
す
る
と
惟
義
宗
義
は
明
治
後
の
人

と
取
る
が
相
應
し
い
。
何
ぜ
な
ら
位
階
に
上
下
の
無
く
な
つ
た
の
は
明
治
に
入
つ
て
か
ら
で
あ
り
、
之
が
確
に

制
定
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
内
容
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
書
の
史
實
が
認
め
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
應
永
二
年
に
竹
内
某

々
の
書
い
た
と
い
ふ
こ
と
も
全
く
僞
り
と
極
ま
り
、
且
つ
か
ゝ
る
出
鱈
目
を
書
く
資
格
は
明
治
も
末
年
の
無
學

の
も
の
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
斷
案
が
伴
ふ
こ
と
に
な
る
。

　
上
述
の
理
由
に
由
り
長
慶
皇
太
神
宮
由
來
は
明
治
後
期
以
後
の
僞
作
に
か
ゝ
る
も
の
と
判
斷
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
　
長
慶
天
皇
御
眞
筆
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第
二
の
文
書
は
寫
眞
の
標
記
に
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
あ
り
、
二
通
よ
り
成
立
す
る
。
其
全
文
は
下
記
の
如
く

で
あ
る
。

　
　
第
一
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
文
書

　
鳴
ゆ
た
な
り
諸
國
巡
り
　
　
　
　
　
　
　
鳴
呼
覺
り
天
に
神
辟

　
父
を
ふ
て
合
し
て
歸
る
　
　
　
　
　
　
　
獅
子
口
に
隱
魂
都
百
重

　
河
内
の
口
ち
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
乃
千
代
守
り

　
　
元
中
九
壬
申
八
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
元
中
壬
申
十
閏
月
九
日

　
　
　
ゆ
た
な
り
（
華
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覺
理
（
華
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
眞
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
眞
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
義
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
義
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
治
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
治
へ

　
右
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
あ
る
も
の
と
此
次
に
出
づ
る
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
と
あ
る
も
の
と
は
、
孰
れ
も
破
損

甚
し
く
且
つ
汚
染
も
多
く
、
何
の
た
め
か
く
な
る
ま
で
に
麁
末
な
扱
方
を
爲
し
た
も
の
で
あ
る
か
解
釋
に
苦
む

と
こ
ろ
で
あ
る
。
破
損
汚
染
も
果
し
て
自
然
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
人
工
を
加
へ
た
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
、
甚

だ
疑
ふ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
程
度
の
寫
眞
で
は
こ
の
疑
問
に
つ
き
十
分
の
研
究
を
爲
し
難
い

か
ら
、
其
調
べ
は
止
め
に
し
て
直
に
文
書
の
意
味
を
取
調
べ
る
。
而
し
て
豫
め
斷
つ
て
置
く
が
、
此
文
書
も
又
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次
の
文
書
も
一
目
瞭
然
天
皇
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
積
り
で
批
判
す
る
。

　
第
一
、
文
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
二
通
と
も
僅
か
三
十
字
足
ら
ず
の
文
の
中
に
誤
字
、
當
字
、
衍
字
、

脱
字
等
夥
し
く
構
へ
、
誤
字
を
除
い
た
外
は
態
と
分
り
難
く
す
る
目
的
を
以
て
、
恐
ら
く
尊
嚴
を
増
す
た
め
に
、

異
樣
の
書
振
り
を
試
み
た
如
く
に
想
は
れ
る
。
そ
こ
で
之
を
平
易
の
文
に
書
換
へ
る
と
第
一
文
書
は
「
嗚
呼
寛

成
は
諸
國
を
巡
り
、
父
を
追
ふ
て
合
し
て
河
内
の
獅
子
窟
寺
に
歸
る
。
」
第
二
文
書
は
「
嗚
呼
覺
理
は
天
に
神

避
け
、
獅
子
窟
寺
に
隱
れ
都
す
、
百
重
原
は
帝
の
千
代
守
る
所
。
」
と
こ
ん
な
意
味
で
は
な
か
ら
う
か
と
想
ふ
。

原
文
を
有
り
の
ま
ゝ
に
讀
め
ば
巫
女
の
口
寄
せ
か
御
筆
先
か
の
口
調
に
類
し
、
一
種
の
悲
哀
を
感
ぜ
さ
せ
る
。

か
ゝ
る
變
梃
な
文
で
あ
る
か
ら
、
其
意
味
な
ど
に
重
き
を
置
く
の
も
考
物
で
あ
る
が
、
一
つ
見
逃
す
こ
と
の
出

來
な
い
の
は
第
一
文
書
の
三
行
目
に
あ
る
口
ち
寺
の
「
ち
」
で
あ
る
。
私
は
之
を
「
つ
」
の
轉
訛
と
取
つ
た
の

で
あ
る
が
、
類
似
の
轉
訛
は
平
群
眞
鳥
の
文
書
と
稱
す
る
も
の
に
も
現
れ
る
か
ら
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
文
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
は
假
名
違
ひ
が
あ
り
、
假
名
の
多
過
ぎ
た
る
も
時
代
の
下
れ
る
こ

と
を
示
し
、
口
寄
せ
風
の
口
調
も
如
何
は
し
い
こ
と
で
あ
り
、
之
を
長
慶
天
皇
の
宸
翰
な
ど
稱
す
る
は
實
に
以

て
の
外
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
、
書
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
筆
法
は
長
慶
太
神
宮
御
由
來
を
書
い
た
人
の
も
の
と
全
く
一
致
し
、

從
つ
て
筆
者
の
同
一
人
な
る
こ
と
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。
前
に
特
異
の
字
形
と
し
て
摘
出
し
て
置
い
た
字
が
此
所

に
も
出
て
ゐ
る
か
ら
證
據
と
な
る
。
二
つ
の
文
書
と
も
第
一
行
第
一
字
は
鳴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
嗚
の
誤
り
で

あ
る
。
呼
の
崩
方
も
あ
や
し
い
。
最
早
誤
字
な
ど
云
々
す
る
必
要
も
薄
ら
い
で
來
た
が
、
そ
れ
で
も
參
考
に
な
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る
か
ら
例
の
特
異
の
字
形
即
ち
頑
強
性
を
有
す
る
も
の
三
つ
を
摘
出
す
る
。
そ
れ
は
「
歸
」
「
都
」
「
守
」
で

あ
る
。
こ
れ
が
や
が
て
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
に
も
重
ね
て
現
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
書
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
等
二
つ
の
文
書
の
筆
者
は
長
慶
太
神
宮
御
由
來
の
筆
者
と
同
一
で
あ

る
と
云
ふ
事
實
に
歸
着
す
る
。

　
第
三
、
内
容
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
第
一
文
書
に
「
父
を
を
ふ
て
合
し
て
歸
る
」
と
あ
る
が
、
前
に
之
を

父
を
追
ふ
と
讀
み
、
御
父
君
後
村
上
天
皇
の
御
跡
を
追
は
れ
御
一
所
に
河
内
に
入
ら
せ
ら
れ
た
と
取
つ
た
の
で

あ
る
。
處
が
長
慶
天
皇
が
河
内
に
入
ら
れ
た
の
は
長
慶
太
神
宮
御
由
來
に
よ
つ
て
見
て
も
此
文
書
の
日
附
元
中

九
年
八
月
二
十
六
日
よ
り
遠
く
遡
る
こ
と
は
な
い
と
推
せ
ら
れ
る
。
即
ち
後
村
上
天
皇
崩
御
の
正
中
二
十
三
年

よ
り
ず
つ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
前
の
讀
方
で
は
史
實
と
合
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
假
名

の
「
を
」
を
正
し
い
と
立
て
て
終
ふ
と
讀
め
ば
其
所
ま
で
は
宜
し
い
が
、
「
合
し
て
歸
る
」
へ
續
か
な
く
な
り
、

神
祕
的
な
説
明
で
も
し
な
け
れ
ば
分
ら
な
く
な
る
。
而
し
て
神
祕
的
の
解
釋
な
ら
勝
手
に
出
來
る
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
も
な
い
。
何
故
な
ら
此
文
書
の
記
事
は
幾
分
長
慶
太
神
宮
御
由
來
を
補
足
す
る

所
も
あ
る
が
、
歸
着
す
る
所
は
由
來
記
と
同
一
で
、
何
等
事
實
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

結
局
此
文
書
は
僞
物
と
極
り
、
此
上
研
究
す
る
價
値
の
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
文
書
は
第
一

行
の
末
字
が
よ
く
讀
め
な
い
の
で
あ
る
が
、
多
分
「
辟
」
か
と
想
ひ
、
而
し
て
又
此
字
は
か
ゝ
る
文
書
に
不
相

應
と
推
し
、
「
避
」
の
間
違
で
は
な
か
ら
う
か
と
取
り
、
辵
を
補
つ
て
讀
ん
だ
の
で
あ
る
。
處
で
天
に
神
避
く

る
は
あ
な
が
ち
概
念
す
る
こ
と
出
來
な
い
で
も
な
い
が
聊
か
神
祕
的
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
寧
ろ
辟
の
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ま
ゝ
に
し
て
置
い
た
ら
ど
う
か
と
見
る
に
、
辟
は
天
子
と
な
り
明
か
と
な
り
徴
す
と
も
ま
だ
幾
ら
も
意
味
が
あ

る
。
此
等
の
意
味
で
附
會
け
る
に
は
更
に
努
力
を
要
す
る
如
く
思
は
れ
る
。
而
し
て
如
何
な
る
努
力
も
此
文
書

の
殿
を
承
つ
て
ゐ
る
由
來
記
同
樣
の
史
實
を
肯
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
結
局
此
文
書
は
第
一
文
書
と

同
じ
く
僞
物
と
極
ま
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
内
容
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
二
通
の
文
書
の
記
す
と
こ
ろ
大
體
長
慶
太
神
宮
御
由
來
の
記
事
に
含
ま

れ
居
る
か
或
は
演
繹
す
べ
き
範
圍
の
も
の
で
、
全
く
虚
構
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
理
由
に
由
り
長
慶
天
皇
御
眞
筆
は
明
治
末
期
に
作
成
し
た
る
僞
物
と
鑑
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
四
　
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆

　
第
三
の
文
書
は
標
記
し
て
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
と
題
し
二
通
あ
る
。
全
文
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
文
書

流
が
禮
く
る
常
陸
の
く
に
居
　
　
　
　
　
我
禮
隱
魂
ゆ
く
登
む
靈
實
ば

足
し
王
洗
良
日
の
國
歸
り
　
　
　
　
　
　
帝
枝
た
む
く
帝
の
國
倍
榮

隱
魂
都
こ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
づ
代
守
る
ぞ

　
與
國
二
幸
已
九
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
興
國
二
幸
已
九
月
十
二
日

　
　
尊
治
（
華
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尊
治
（
華
押
）
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惟
光
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
光
へ

　
　
　
　
惟
眞
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
眞
へ

　
右
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
と
稱
す
る
文
書
二
通
は
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
稱
す
る
文
書
二
通
と
全
く
同
一
筆
に
し

て
、
僞
筆
な
る
こ
と
明
白
な
る
も
一
應
の
取
調
を
行
ふ
べ
し
。

　
第
一
、
文
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
二
通
と
も
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
稱
す
る
も
の
の
文
體
に
同
じ
で
あ
る
。

文
意
は
判
明
し
難
い
所
も
あ
る
が
、
第
一
文
書
は
後
醍
醐
天
皇
が
常
陸
國
大
洗
へ
御
著
に
な
り
其
所
で
崩
御
あ

ら
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
樣
に
取
ら
れ
、
第
二
文
書
は
御
隱
れ
の
後
と
雖
も
御
靈
は
帝
を
助
け
國
を
守
る
べ
し
と
の

仰
せ
ご
と
の
如
く
に
聞
え
る
。
か
く
考
へ
た
の
は
間
違
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ず
又
幸
に
當
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
何
の
た
め
か
ゝ
る
拮
屈
聱
牙
な
る
文
句
を
書
綴
り
、
畏
れ
多
く
も
天
皇
の
御
名
を
附
し
奉
つ
た
か
怪

む
べ
き
で
あ
る
。
坊
さ
ん
の
讀
經
と
同
じ
く
分
ら
ん
の
が
尊
嚴
を
増
す
所
以
と
で
も
考
へ
て
の
所
爲
か
。
そ
れ

に
し
て
も
御
名
を
附
す
る
に
は
も
つ
と
旨
い
文
章
を
代
作
せ
し
む
べ
き
で
あ
つ
た
。
如
何
に
祕
密
を
守
る
必
要

が
あ
つ
て
も
是
で
押
通
せ
る
と
思
ふ
は
少
し
く
變
だ
。
小
頸
を
傾
け
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
文
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
は
長
慶
天
皇
御
眞
筆
の
文
と
同
じ
く
全
く
甚
し
い
僞
作
で
あ
る
。

　
第
二
、
書
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
筆
法
は
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
稱
す
る
も
の
と
全
然
同
一
に
し
て
、
從

つ
て
又
長
慶
太
神
宮
御
由
來
と
も
全
く
一
致
す
る
。
即
ち
筆
者
の
同
一
な
る
こ
と
を
想
は
し
め
る
。
前
に
指
摘

し
て
置
い
た
奇
癖
の
文
字
は
此
等
文
書
に
も
現
れ
居
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
長
慶
天
皇
御
眞
筆

に
現
る
ゝ
「
歸
」
「
都
」
「
守
」
等
を
比
較
す
れ
ば
同
筆
な
る
こ
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
字
形
の
無
理
な
る
も
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の
、
誤
謬
と
す
べ
き
も
の
を
擧
げ
る
と
第
一
文
書
の
第
一
行
「
陸
」
、
第
二
行
「
足
」
、
第
四
行
「
與
」
（
興

の
誤
）
、
同
行
「
幸
」
（
季
の
誤
）
、
第
二
文
書
の
第
三
行
「
守
」
、
第
四
行
「
幸
」
（
季
の
誤
）
等
が
あ
る
。

此
等
の
文
書
は
長
慶
天
皇
御
眞
筆
と
共
に
文
字
頗
る
大
形
に
し
て
菱
湖
の
影
響
を
判
然
と
看
る
こ
と
が
出
來
る
。

則
ち
之
を
文
化
文
政
以
前
の
も
の
と
す
る
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
る
に
、
何
の
根
據
あ
つ
て
天
津
教
は
か
ゝ

る
幼
稚
の
筆
を
以
て
、
名
筆
隱
れ
な
き
後
醍
醐
天
皇
の
御
物
し
給
ふ
な
ど
と
言
振
ら
す
も
の
ぞ
。

　
以
上
書
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
等
二
つ
の
文
書
の
筆
者
は
長
慶
太
神
宮
御
由
來
の
筆
者
と
同
一
で
あ

る
と
の
事
實
に
歸
着
す
る
。

　
第
三
、
内
容
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
文
書
に
云
ふ
と
こ
ろ
其
意
味
明
か
な
ら
ず
殆
ど
了
解
に
困
難
を
感
ず

る
。
か
ゝ
る
變
態
的
記
述
を
吟
味
す
る
に
は
勢
ひ
作
者
の
心
事
を
忖
度
す
る
必
要
も
加
は
り
容
易
の
こ
と
で
は

判
斷
に
達
し
得
な
い
。
故
に
明
確
に
捕
捉
の
出
來
る
點
に
就
い
て
の
み
吟
味
す
る
。
そ
こ
で
第
一
文
書
の
日
附

は
興
國
二
年
九
月
六
日
第
二
文
書
の
日
附
は
同
年
同
月
十
二
日
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
史
を
按
ず
る
に
後
醍
醐
天

皇
は
延
元
四
年
八
月
十
六
日
崩
御
あ
ら
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
日
附
は
崩
御
の
日
か
ら
數
へ
て
七
百

五
十
九
日
と
七
百
六
十
五
日
目
に
當
つ
て
ゐ
る
。
孰
れ
も
今
日
の
勘
定
で
は
二
年
一
ヶ
月
程
度
の
隔
り
が
あ
る
。

即
ち
天
津
教
で
は
後
醍
醐
天
皇
崩
御
の
後
二
年
一
ヶ
月
を
經
て
尚
ほ
御
存
命
あ
ら
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
取
つ
て
ゐ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
此
事
實
は
之
を
歴
史
的
無
知
に
歸
す
べ
き
か
。
そ
れ
と
も
異
を
稱
ふ
る
た
め
わ

ざ
と
大
そ
れ
た
試
み
を
爲
し
た
と
取
る
べ
き
か
。
抑
も
又
靈
魂
不
滅
の
實
證
を
提
供
せ
ん
と
の
意
で
あ
る
か
。

孰
れ
に
し
て
も
甚
だ
面
妖
の
次
第
で
あ
る
。
此
所
で
も
負
惜
み
を
云
ふ
な
ら
ば
天
津
教
知
識
の
錯
迷
狂
的
變
態
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性
は
證
明
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
以
上
内
容
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
書
は
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
と
あ
る
に
係
ら
ず
、
崩
御
後
二
年
一
ヶ

月
を
經
た
日
附
で
書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
全
く
怪
し
か
ら
ぬ
僞
物
で
あ
る
。

　
上
述
の
理
由
に
由
り
後
醍
醐
天
皇
御
眞
筆
は
明
治
末
期
後
の
僞
作
と
鑑
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
五
　
平
群
眞
鳥
眞
筆

　
第
四
の
文
書
は
標
記
に
大
日
本
天
皇
國
太
古
代
上
々
代
御
皇
譜
神
代
文
字
之
卷
、
大
臣
紀
氏
竹
内
平
群
眞
鳥

宿
禰
書
寫
眞
筆
と
あ
り
、
二
枚
よ
り
成
立
す
る
。
其
文
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
第
一
枚

　
天
地
棟
梁
祖
根



日
根



人
根



祖
日
根



　
天
神
人
祖
一
神
宮
　
日
根






國

　
五
色
人
ノ
棟
梁
ノ
天

皇








天
津
日

　
嗣
天
日
根
天
皇
ノ
系
圖
寶
骨

　
像
神
體
寶
ノ
大
祕
藏
卷

　　
　
第
二
枚
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天
皇
即
位
二
年
十
月
三
日
詔
シ
テ
日
ヨ
リ
即
位
五
年

　
十
一
月
三
日
迄
謹
印
シ

　
　
　
　
大
臣
紀
竹
内
平
群
眞
鳥
宿
禰
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
大
臣
　
　
　
　
大
伴
室
屋
連
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
連
　
　
　
　
　
　
物
部
目
連
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
即
位
五
フ
ク
ラ
ム
ノ
年
十
一
月
三
日
迄
印

　
今
上
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
　
奉
上

　
棟
梁
皇
祖
皇
太
神
宮
ノ
神
代
文
字
卷
ヲ

　
形
假
名
唐
文
字
以
テ
寫
シ
寶
卷

　
皇
祖
皇
太
神
宮
大
祕
藏
ノ
卷

　
萬
國
ノ
棟
梁
天
皇
寶
ノ
卷

　
此
文
書
は
今
迄
取
扱
つ
た
も
の
と
違
ひ
、
單
獨
の
文
書
に
あ
ら
ず
し
て
、
一
卷
の
記
録
の
部
分
を
成
す
も
の

で
あ
る
。
第
一
枚
は
表
題
或
は
扉
に
當
り
第
二
枚
は
多
分
同
一
記
録
の
跋
語
と
追
記
に
當
る
も
の
と
察
せ
ら
れ

る
。
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第
一
、
文
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
第
一
枚
第
一
行
、
第
三
行
、
第
二
枚
第
八
行
、
第
十
一
行
の
四
ケ
所

に
棟
梁
の
語
が
出
て
ゐ
る
。
是
は
總
括
す
る
人
の
意
味
に
使
用
し
て
ゐ
る
の
は
明
か
で
、
別
に
不
思
議
も
な
い

や
う
で
あ
る
が
、
長
慶
太
神
宮
御
由
來
に
も
二
度
繰
返
さ
れ
て
居
り
、
所
謂
頑
強
性
を
帶
び
て
ゐ
る
か
ら
注
意

を
要
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
第
一
枚
第
一
行
及
び
第
二
行
に
出
て
ゐ
る
「
根
」
の
字
に
は
一
々
「
ム
ト
」
と
振

假
名
を
附
け
て
ゐ
る
が
、
第
四
行
の
「
根
」
の
字
に
は
此
振
假
名
は
な
い
。
併
し
此
所
で
も
無
論
ム
ト
と
讀
む

の
で
あ
ら
う
。
こ
の
ム
ト
は
モ
ト
と
同
義
に
相
違
な
い
が
、
何
故
モ
を
ム
と
改
め
た
か
そ
の
理
由
は
明
か
で
な

い
。
そ
こ
で
ム
を
モ
に
復
歸
せ
し
め
て
見
れ
ば
「
祖
根
」
は
祖
の
本
、
「
日
根
」
は
日
の
本
、
「
人
根
」
は
人

の
本
と
な
つ
て
讀
め
る
に
は
讀
め
る
が
、
一
寸
踏
込
ん
で
意
味
を
考
へ
る
と
判
然
し
が
た
い
所
も
あ
る
、
併
し

此
程
度
の
言
葉
は
何
と
か
解
釋
も
着
き
さ
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
「
祖
日
根
」
は
何
で
あ
ら
う
。
是
は

構
は
ず
祖
の
日
の
本
と
讀
ん
で
、
ど
ん
な
解
釋
で
も
附
會
出
來
る
樣
に
し
て
置
か
う
。
第
二
行
の
「
天
神
人
祖

一
神
宮
」
は
祖
日
根
以
上
に
人
の
頭
を
混
亂
せ
し
む
る
文
字
の
組
合
せ
で
、
結
局
是
も
何
ん
と
で
も
附
會
出
來

る
樣
に
し
て
置
け
ば
差
支
な
い
譯
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
讀
ま
な
い
こ
と
に
し
て
置
く
。
讀
ま
な
い
な
が
ら
に
も

如
何
な
る
意
味
で
言
つ
て
ゐ
る
か
位
の
こ
と
は
推
測
し
て
も
宜
し
か
ら
う
と
思
ふ
か
ら
、
一
寸
そ
の
意
味
を
忖

度
し
て
見
よ
う
。
そ
こ
で
直
下
に
控
へ
る
「
日
根
國
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
の
本
國
と
讀
み
即
ち
我
國
を
さ

し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
其
下
に
續
出
づ
る
言
葉
と
の
關
係
上
寸
分
疑
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
凡
そ
國
民
と
し
て
自

分
の
國
を
善
く
し
た
い
の
は
至
情
で
あ
る
か
ら
、
往
々
自
慢
に
取
ら
れ
る
樣
な
こ
と
を
言
つ
て
も
恕
す
べ
き
で

あ
る
と
思
ふ
が
、
此
文
の
作
者
も
亦
我
國
民
で
あ
る
か
ら
忠
君
愛
國
の
至
情
の
溢
る
ゝ
所
、
遂
に
か
ゝ
る
難
解
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の
文
字
を
列
ね
其
間
に
廣
大
無
邊
神
聖
靈
妙
の
意
味
を
含
蓄
せ
し
め
、
以
て
我
國
を
讚
稱
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
る
と
取
る
は
非
か
。
或
は
難
解
と
目
せ
る
に
對
し
異
存
は
あ
つ
て
も
、
精
神
を
汲
取
得
た
と
爲
す
に
は
異

存
は
あ
る
ま
い
。
何
と
な
れ
ば
公
平
な
る
第
三
者
の
立
場
か
ら
見
て
こ
れ
ほ
ど
都
合
の
善
い
解
釋
は
あ
る
ま
い

と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
迄
言
つ
た
こ
と
は
分
ら
ん
で
も
、
一
番
都
合
の
善
い
樣
に
、
手
取
早

く
、
日
本
を
嚴
し
く
形
容
す
る
た
め
に
集
積
し
た
語
で
あ
ら
う
と
取
つ
て
置
く
。
第
三
行
の
「
五
色
人
」
は
曾

て
字
引
に
も
見
た
こ
と
の
な
い
樣
な
氣
が
す
る
名
目
で
あ
る
が
、
後
に
内
容
の
吟
味
に
際
し
重
要
の
役
目
を
演

ず
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
此
所
で
十
分
檢
覈
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
五
色
人
と
僅
か
三
字
の
組
合
せ
で
あ
る

が
、
實
物
を
示
さ
れ
る
な
ら
兎
に
角
、
單
に
文
字
だ
け
で
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
極
め
よ
う
と
す
る
と
、

恰
も
力
學
の
三
體
問
題
に
肖
つ
た
が
如
く
に
、
見
當
を
附
け
る
に
絶
大
の
困
難
を
感
ず
る
。
幸
に
も
此
所
に
は

犯
す
べ
か
ら
ざ
る
制
限
が
あ
つ
て
問
題
を
稍
〻
扱
ひ
易
く
し
て
呉
れ
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
其
制
限
と

は
即
ち
如
何
な
る
解
釋
を
得
る
に
し
て
も
、
苟
く
も
我
國
に
不
利
益
な
る
樣
な
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
制
限
は
第
一
行
第
二
行
に
於
け
る
難
解
の
文
字
を
處
理
し
た
方
針
の
延
長
と
見

る
べ
き
も
の
で
、
何
人
と
雖
も
異
存
あ
る
べ
き
譯
の
も
の
で
な
い
。
さ
て
五
色
人
を
五
の
色
の
人
、
五
の
色
人
、

五
色
の
人
と
三
段
の
見
方
を
な
し
て
違
算
な
き
を
務
め
る
。
第
一
に
五
の
色
の
人
と
見
る
と
き
、
色
と
人
と
の

間
の
「
の
」
は
所
有
格
を
現
は
す
と
取
れ
ば
無
意
味
と
な
る
故
、
之
を
五
の
色
の
下
に
附
け
人
を
形
容
す
る
た

め
の
接
續
辭
と
取
れ
ば
結
局
五
色
の
人
と
同
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
五
の
色
人
と
見
る
と
き
、
色
人

と
は
如
何
な
る
も
の
と
問
ふ
ま
で
も
な
く
、
僅
か
五
だ
け
の
色
人
の
棟
梁
で
は
天

皇








も
大
し
た
も
の
に
な
ら
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な
い
か
ら
、
此
見
方
は
廢
案
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
殘
る
と
こ
ろ
の
第
三
に
五
色
の
人
と
見
る
と
き
、

先
づ
色
の
意
味
を
所
謂
五
色
の
色
の
意
味
に
取
る
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
併
し
さ
う
し
た
處
で
五
色
人
は
ま
さ

か
斑
の
入
つ
た
人
間
と
云
ふ
譯
で
あ
る
ま
い
。
又
七
面
鳥
や
七
面
蜥
蜴
の
如
く
五
通
り
に
色
を
變
ず
る
人
間
と

云
ふ
の
で
も
あ
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
萬
一
そ
ん
な
人
間
が
在
つ
た
に
し
て
も
、
確
に
病
的
の
現
象
で
、
澤
山
あ

る
筈
も
な
し
、
あ
つ
た
所
で
い
よ
〳
〵
有
難
く
な
い
も
の
で
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
に
は
不
相
應
の
も
の
と
決
す
べ
き

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
色
を
目
に
見
え
る
五
色
の
色
を
指
す
の
で
は
な
く
、
心
の
移
り
變
り
あ
る
を
指

す
と
取
つ
た
ら
如
何
で
あ
ら
う
。
古
來
心
の
根
本
作
用
な
り
或
は
成
徳
な
り
を
或
は
三
或
は
五
或
は
六
或
は
七

と
區
分
し
て
、
名
目
を
附
し
て
ゐ
る
が
、
此
意
味
に
於
て
五
作
用
或
は
五
徳
の
人
と
稱
す
る
代
り
に
五
色
の
人

と
云
ふ
も
、
面
白
く
も
な
い
が
矛
盾
は
な
い
か
ら
許
し
て
も
置
け
よ
う
。
併
し
此
意
味
に
於
け
る
五
色
の
人
は

單
に
人
と
云
ふ
も
同
樣
で
あ
る
か
ら
、
第
一
に
特
色
あ
る
五
色
の
文
字
が
引
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
依
て
此

案
は
矛
盾
も
な
し
、
不
敬
に
も
無
論
な
ら
な
い
が
、
更
に
五
色
の
文
字
を
活
か
す
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
廢
棄
す

る
。
そ
こ
で
今
度
は
五
色
を
靜
的
に
並
列
し
て
見
る
こ
と
を
止
め
動
的
に
連
續
し
て
見
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
第

一
に
年
齡
に
よ
る
心
的
變
化
を
基
調
と
し
て
考
へ
た
人
間
が
想
當
る
。
併
し
是
は
矢
張
一
般
人
間
と
云
ふ
も
同

じ
こ
と
で
五
色
の
文
字
が
引
立
た
な
い
か
ら
取
る
べ
き
で
な
い
。
第
二
に
病
的
の
心
的
變
化
を
基
調
と
す
る
場

合
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
鑿
説
に
過
ぎ
且
つ
制
限
に
觸
れ
る
か
ら
除
く
こ
と
に
す
る
。
第
三
に
心
變
り
の
あ
る
人
、

豹
變
す
る
人
な
ど
を
考
へ
る
こ
と
が
出
來
る
、
こ
れ
な
ら
多
數
を
得
る
こ
と
容
易
で
あ
る
が
、
結
局
制
限
に
觸

れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
棄
て
る
。
以
上
五
色
人
の
解
釋
を
種
々
に
試
み
た
が
皆
廢
案
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
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而
し
て
孰
れ
の
解
釋
に
在
つ
て
も
五
色
な
る
も
の
を
各
個
人
が
持
つ
も
の
と
し
て
取
つ
た
の
で
あ
る
が
、
抑
も

此
點
が
間
違
つ
て
ゐ
た
の
で
な
か
ら
う
か
。
否
な
制
限
に
抵
觸
す
る
原
因
と
な
つ
た
の
で
な
か
ら
う
か
。
茲
に

氣
附
い
て
見
れ
ば
、
今
度
は
五
色
を
人
一
人
の
上
に
か
け
て
見
る
こ
と
を
爲
さ
ず
し
て
、
全
人
類
を
五
つ
に
區

分
す
る
こ
と
即
ち
色
別
を
爲
す
方
法
を
考
へ
る
こ
と
が
必
要
と
な
つ
て
來
る
。
而
し
て
此
方
法
に
も
五
色
を
體

に
か
け
る
か
心
に
か
け
る
か
に
由
つ
て
二
つ
の
場
合
を
生
ず
る
。
心
に
か
け
る
場
合
を
考
へ
る
と
、
所
謂
五
氣

質
即
ち
粘
液
質
、
膽
汁
質
、
憂
鬱
質
、
神
經
質
、
多
血
質
の
人
間
と
云
ふ
こ
と
に
想
當
る
。
併
し
五
氣
質
の
人

は
一
國
内
に
も
一
郡
内
に
も
一
町
村
内
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
次
第
で
、
萬
國
の
統
御
に
當
る
天
子
の
赤

子
全
體
を
總
括
す
る
名
稱
と
し
て
は
適
し
た
も
の
と
取
れ
な
い
。
由
て
之
を
も
廢
案
と
す
る
。
最
後
に
餘
す
と

こ
ろ
は
體
に
か
け
る
場
合
を
考
へ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
五
色
の
意
味
を
自
然
の
意
味
に
取
り
、
最
も
善

く
適
合
す
る
こ
と
を
發
見
す
る
。
明
治
初
年
の
小
學
讀
本
に
世
界
に
五
大
洲
が
あ
り
、
其
各
〻
に
特
有
の
人
種

が
住
居
し
、
各
〻
の
人
種
の
皮
膚
の
色
が
差
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
説
い
て
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
。
こ
の
五
種
の
人

間
を
五
色
人
と
取
つ
た
と
す
る
が
一
番
自
然
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
外
の
意
味
に
取
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る

と
か
、
不
敬
に
な
る
と
か
、
差
障
が
あ
る
と
か
で
面
白
く
な
い
か
ら
、
即
ち
こ
ゝ
に
定
説
を
得
た
こ
と
に
し
て

置
か
う
。
同
行
に
天
皇
に
「
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
」
と
振
假
名
を
附
け
て
ゐ
る
が
、
普
通
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
と
云
ふ
と

こ
ろ
を
、
わ
ざ
と
メ
を
ミ
に
改
め
た
理
由
は
判
ら
な
い
。
併
し
前
に
モ
を
ム
と
爲
し
た
と
同
じ
原
因
に
由
る
も

の
と
す
れ
ば
例
の
頑
強
性
の
何
者
か
働
い
て
ゐ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
第
四
行
よ
り
第
五
行
に
亙
る
寶
骨
像

神
體
寶
と
は
寶
骨
を
以
て
造
つ
た
像
を
神
體
と
崇
め
奉
つ
た
と
こ
ろ
の
寶
物
と
の
意
味
で
あ
ら
う
。
以
上
部
分
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的
に
意
味
を
探
究
し
て
も
尚
ほ
判
然
し
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
大
體
に
於
て
こ
の
執
拗
に
見
え
る
文
字
の
行

列
も
案
外
單
純
な
る
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
樣
で
あ
る
。
即
ち
全
文
を
解
り
よ
く
す
れ
ば
、
天
地
の
棟
梁
即
ち
祖

根
、
日
根
、
祖
日
根
は
云
ふ
も
さ
ら
な
り
、
天
神
人
あ
る
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
祖
の
唯
一
の
神
宮
と
云
ふ
べ
き

日
本
國
に
御
座
し
て
、
世
界
の
五
種
の
人
類
の
棟
梁
に
て
い
ま
す
天
皇
、
即
ち
天
津
日
嗣
天
日
根
天
皇
の
系
圖
、

及
び
寶
骨
像
御
神
體
の
寶
物
た
る
こ
と
を
記
し
た
大
切
な
る
祕
密
の
卷
と
な
る
。
約
言
す
れ
ば
世
界
の
主
た
る

日
本
の
皇
室
の
御
系
圖
と
寶
骨
像
由
來
記
を
合
し
た
祕
書
と
な
る
。
此
の
如
く
解
釋
す
れ
ば
前
に
言
つ
た
如
く

是
は
表
題
若
く
は
扉
書
の
類
な
る
こ
と
が
判
る
で
あ
ら
う
。

　
第
二
枚
の
初
め
の
二
行
に
文
法
の
違
式
が
二
ヶ
所
あ
る
。
先
づ
第
一
行
の
「
詔
シ
テ
」
は
詔
ノ
、
詔
シ
タ
ル
、

詔
セ
シ
等
と
す
べ
く
、
も
し
敬
語
を
使
は
ば
詔
シ
給
ヘ
シ
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
次
に
第
二
行
の
「
謹
印
シ
」

で
あ
る
が
、
印
は
長
慶
太
神
宮
御
由
來
第
二
十
三
行
を
吟
味
し
た
際
此
所
に
參
照
し
て
置
い
た
如
く
記
の
當
字

で
あ
る
。
其
下
の
「
シ
」
は
ス
と
す
べ
き
を
犯
則
に
出
て
居
る
も
の
で
、
類
似
の
犯
則
は
第
九
行
に
も
繰
返
さ

れ
て
ゐ
る
。
此
等
文
法
上
の
違
式
は
頑
強
性
を
帶
び
た
る
も
の
と
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
署
名
の
方
式
は
前
に
長
慶
太
神
宮
御
由
來
を
吟
味
し
た
際
に
此
所
に
參
照
し
て
置
い
た
如
く
彼
此
全
く

同
一
の
樣
式
に
出
で
皆
謹
の
一
字
を
以
て
止
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
直
下
に
華
押
を
書
く
代
り
に
左
旁
に
神
代
文

字
を
以
て
之
を
記
し
て
ゐ
る
。

　
署
名
の
前
に
當
り
「
即
位
五
年
十
一
月
三
日
謹
印
シ
」
と
記
し
な
が
ら
、
第
六
行
に
至
り
又
同
樣
の
こ
と
を

繰
返
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
此
等
の
文
書
に
共
通
な
執
拗
性
の
一
例
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
唯
五
年
と
の
み
云
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は
ず
し
て
「
五
年
フ
ク
ラ
ム
ノ
年
」
と
記
し
た
る
は
何
の
意
か
。
フ
ク
ラ
ム
を
脹
ら
む
と
す
れ
ば
ノ
は
不
必
要

な
る
を
、
し
か
せ
ざ
り
し
は
文
法
に
暗
き
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
脹
ら
む
年
の
意
味
は
依
然
と
し

て
不
明
な
れ
ば
假
に
榮
え
る
の
意
な
る
べ
し
と
取
つ
て
置
く
。

　
第
七
行
は
今
上
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
に
上
げ
奉
る
と
讀
む
の
で
あ
ら
う
。
第
九
行
「
形
假
名
唐
文
字
以
テ
寫
シ

寶
卷
」
は
形
假
名
唐
文
字
を
以
て
寫
す
寶
卷
の
意
で
あ
ら
う
。
此
の
「
寫
シ
」
を
寫
セ
シ
或
は
寫
シ
シ
等
の
假

名
の
一
字
を
省
き
し
も
の
と
取
る
こ
と
は
文
章
の
調
子
よ
り
推
し
て
過
ぎ
た
穿
鑿
と
思
は
れ
、
矢
張
「
ス
」
と

す
べ
き
を
「
シ
」
と
誤
れ
る
も
の
と
取
る
が
自
然
の
見
方
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
文
の
作
者
は
既
に
第
二
行
に
於

て
も
印
ス
と
す
べ
き
を
印
シ
と
な
し
、
又
此
所
で
も
寫
ス
と
す
べ
き
を
寫
シ
と
な
し
、
同
じ
誤
を
繰
返
す
如
き

常
習
を
持
つ
も
の
と
取
つ
て
差
支
な
か
ら
う
。
之
を
東
北
人
若
く
は
雲
州
人
或
は
シ
ス
を
書
別
け
る
こ
と
能
は

ざ
る
程
の
無
教
育
者
と
取
る
は
非
か
。
右
第
二
枚
に
現
れ
た
文
意
を
説
明
し
て
見
れ
ば
、
雄
略
天
皇
即
位
の
二

年
十
月
三
日
平
群
眞
鳥
は
詔
を
受
け
重
要
記
録
の
書
寫
に
從
事
し
、
五
年
十
一
月
三
日
に
至
り
其
業
を
訖
つ
た
。

出
來
上
つ
た
も
の
は
棟
梁
皇
祖
皇
太
神
宮
の
神
代
文
字
卷
を
形
假
名
及
び
唐
文
字
を
以
て
寫
す
寶
卷
、
皇
祖
皇

太
神
宮
大
祕
藏
の
卷
、
萬
國
の
棟
梁
天
皇
寶
の
卷
の
三
種
で
、
之
を
今
上
天
皇
に
上
げ
奉
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
以
上
文
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
教
養
あ
る
人
の
手
に
成
る
も
の
と
取
る
こ
と
の
出
來
な
い
俗
惡
の
文
章

で
あ
り
、
殊
に
發
音
上
シ
ス
の
區
別
を
爲
す
こ
と
の
出
來
な
い
疑
も
加
は
り
、
此
點
地
方
的
色
彩
濃
厚
と
な
り
、

中
央
政
府
の
重
要
な
る
地
位
に
あ
る
平
群
眞
鳥
の
筆
に
な
る
な
ど
と
は
、
凡
そ
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
、
書
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
二
枚
と
も
同
一
の
筆
法
を
有
し
一
人
の
筆
に
成
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
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併
し
此
人
は
今
迄
扱
つ
て
來
た
御
眞
筆
及
び
長
慶
皇
太
神
宮
御
由
來
を
書
い
た
僞
筆
家
と
は
別
人
と
認
め
ら
れ

る
。
其
證
は
彼
人
は
生
れ
つ
き
器
用
と
想
は
れ
、
又
菱
湖
の
影
響
を
受
け
、
文
字
は
幾
分
媚
態
を
帶
び
、
可
型

性
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
人
は
寧
ろ
不
器
用
と
想
は
れ
、
是
と
云
ふ
書
家
の
影
響
も
現
は
れ
ず
、
文
字
に

雅
致
少
く
至
つ
て
頑
強
性
に
富
ん
だ
書
振
り
で
あ
る
。
今
書
家
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
云
つ
た
が
、
此
人

の
書
風
は
能
く
神
道
家
に
見
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
某
神
道
元
祖
の
影
響
に
因
る
も
の
で
あ
る
が
、
尚

ほ
研
究
の
餘
地
が
あ
り
旁
〻
斷
定
を
差
控
へ
る
。

　
箇
々
の
字
形
に
就
い
て
見
る
に
、
第
一
枚
第
二
行
に
國
の
字
の
異
形
を
用
ひ
て
居
り
、
第
二
枚
第
一
行
に
詔

の
字
を
誤
つ
て
書
い
て
ゐ
る
。
此
他
各
所
に
散
在
す
る
祖
、
神
、
寶
、
卷
等
皆
許
す
べ
き
範
圍
の
字
形
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
一
方
字
形
の
正
確
な
る
も
の
と
拾
上
げ
る
と
梁
、
嗣
、
即
、
謹
等
が
數
へ
ら
れ
、
大
體
に
於
て

字
形
は
正
確
で
書
振
り
は
謹
嚴
で
あ
る
と
取
つ
て
差
支
な
い
。
此
點
又
某
派
の
文
字
に
似
通
ふ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
以
上
書
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
文
字
は
極
め
て
克
明
に
書
い
て
ゐ
る
が
古
雅
の
風
致
に
乏
し
く
、
至
つ

て
近
頃
の
も
の
の
如
く
想
は
れ
る
。

　
第
三
、
内
容
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
第
一
枚
記
す
る
と
こ
ろ
の
奇
怪
の
文
中
「
五
色
人
ノ
棟
梁
」
な
る
言

葉
は
見
逃
し
出
來
な
い
。
も
し
こ
れ
が
吾
人
の
推
斷
通
り
五
大
洲
に
關
係
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
此
五
大
洲
は
一

體
何
時
頃
か
ら
言
慣
は
さ
れ
る
樣
に
な
つ
た
か
を
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
勿
論
西
洋
で
も
古
代
に
於
て
五

大
洲
の
稱
が
あ
つ
た
譯
で
な
い
。
尚
更
五
種
の
人
種
が
あ
る
な
ど
は
思
ひ
も
寄
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
皮
膚

の
色
を
以
て
人
類
を
五
種
に
大
別
し
た
の
は
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
の
説
よ
り
始
ま
る
こ
と
で
、
ま
だ
百
五
十
年
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も
經
つ
た
か
經
た
な
い
か
の
事
で
あ
る
。
故
に
五
色
人
を
云
々
す
る
か
ら
に
は
此
文
章
は
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ

以
後
の
も
の
と
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
此
所
で
も
負
惜
み
が
出
る
で
あ
ら
う
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
小

學
讀
本
あ
つ
て
以
後
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　
次
に
寶
骨
像
神
體
寶
で
あ
る
が
、
寶
骨
と
云
へ
ば
尋
常
の
人
の
骨
と
は
取
り
難
い
。
こ
れ
は
生
前
高
貴
の
地

位
に
あ
つ
た
人
の
骨
を
指
し
て
云
つ
た
言
葉
で
あ
ら
う
。
前
か
ら
の
續
き
を
考
へ
る
と
或
は
至
尊
の
御
骨
を
云

ふ
も
の
の
如
く
想
は
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
是
又
見
逃
し
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
體
死
骨
を
處
理
す
る
方

法
と
し
て
地
葬
火
葬
水
葬
風
葬
等
が
考
へ
ら
れ
來
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
孰
れ
の
方
法
も
無
殘
な
有
樣
を
見
な

い
樣
に
す
る
の
が
目
的
で
、
人
情
眞
に
然
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
併
し
特
別
の
目
的
が
あ
れ
ば
木
乃
伊
に
も
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
漬
に
も
鹽
漬
に
も
小
間
切
れ
に
も
す
る
。
勿
論
人
形
に
す
る
こ
と
も
出
來
る
。
か
の
被
服
廠
跡
で

關
東
大
震
災
の
猛
火
で
死
ん
だ
人
々
の
骨
を
碎
き
固
め
て
佛
像
を
作
つ
て
拜
ま
せ
て
ゐ
る
な
ど
其
著
し
き
例
で

あ
る
。
處
で
木
乃
伊
や
ア
ル
コ
ー
ル
漬
は
是
認
す
べ
き
理
由
も
立
つ
が
、
人
形
を
作
る
動
機
に
至
つ
て
は
論
議

す
べ
き
と
こ
ろ
多
々
あ
る
。
碎
い
た
り
捏
ね
た
り
し
て
手
弄






𢌞
す
と
は
普
通
人
の
忍
び
な
い
と
す
る
所
で
あ
る

の
に
、
之
を
敢
行
す
る
に
至
る
原
因
は
抑
も
如
何
な
る
心
理
よ
り
生
ず
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
吾
人

は
直
に
思
想
の
變
態
性
及
び
頽
廢
性
を
聯
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
尊
貴
若
く
は
權
威
に
對
す
る
場
合
に

は
阿
諛
性
を
帶
び
る
こ
と
を
自
然
と
す
べ
き
で
あ
る
。
此
等
の
點
を
調
べ
よ
う
と
す
れ
ば
勢
ひ
人
の
心
術
を
刳

る
こ
と
に
な
る
嫌
も
あ
り
、
且
つ
確
な
證
據
を
捉
へ
る
こ
と
も
困
難
と
想
は
れ
る
か
ら
穿
鑿
は
止
め
に
す
る
。

又
こ
れ
よ
り
も
大
切
な
點
は
我
國
に
於
て
果
し
て
人
骨
を
以
て
人
形
を
作
る
風
習
の
存
在
せ
し
や
否
や
で
あ
る
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が
、
今
日
も
あ
る
こ
と
な
れ
ば
昔
に
あ
つ
て
も
差
支
な
し
な
ど
抗
辯
さ
れ
て
は
急
に
黒
白
も
解
り
兼
ね
る
ゆ
ゑ
、

こ
れ
も
論
議
を
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
第
二
枚
記
載
の
署
名
の
形
式
、
神
代
文
字
の
花
押
等
當
時
果
し
て
か
ゝ
る
書
方
の
あ
り
し
に
や
、
誰
も

知
ら
な
い
こ
と
は
胡
麻
化
せ
る
に
し
て
も
、
議
論
を
水
掛
論
化
出
來
な
い
境
地
に
持
來
り
、
其
境
地
に
於
て
問

題
と
な
る
は
「
形
假
名
」
で
あ
る
。
天
津
教
で
形
假
名
な
る
文
字
を
使
ふ
意
味
は
後
で
判
る
が
、
此
所
で
は
此

文
字
に
よ
つ
て
何
を
現
さ
う
と
し
て
ゐ
る
か
と
云
へ
ば
、
そ
れ
は
單
に
片
假
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
片
假
名
は

吉
備
眞
備
に
始
ま
る
と
い
ふ
傳
説
は
誤
で
あ
つ
た
に
し
て
も
、
雄
略
天
皇
時
代
に
今
日
と
同
形
の
片
假
名
が
あ

ら
う
と
は
恐
ら
く
信
ず
る
人
は
あ
る
ま
い
。
も
し
此
時
代
に
さ
う
し
た
假
名
が
あ
つ
た
ら
萬
葉
集
に
あ
ん
な
難

し
い
假
名
な
ど
使
用
す
る
こ
と
が
な
か
ら
う
と
想
は
れ
る
。
併
し
此
程
度
の
駁
撃
は
例
の
負
惜
み
で
掛
つ
て
來

る
で
あ
ら
う
か
ら
、
直
ぐ
目
の
前
に
見
え
る
致
命
症
の
癌
を
指
摘
す
る
。
形
假
名
の
下
に
あ
る
「
唐
文
字
」
の

唐
は
不
治
の
癌
で
あ
る
。
此
所
の
唐
は
カ
ラ
と
讀
ま
せ
る
積
り
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
な
ら
漢
と
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
唐
で
は
時
代
錯
誤
と
な
る
。
唐
は
雄
略
天
皇
以
後
百
五
十
年
餘
經
て
興
つ
た
國
で
あ
る
か
ら

平
群
眞
鳥
が
三
百
年
生
き
て
も
雄
略
天
皇
即
位
五
年
に
當
つ
て
此
字
を
使
用
す
る
理
由
は
一
つ
も
見
附
か
ら
な

い
。
是
は
後
醍
醐
天
皇
崩
御
の
二
年
一
ヶ
月
後
の
御
眞
筆
と
同
型
の
話
で
全
く
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ
と
も
此
所

の
唐
は
唐
虞
の
唐
と
取
れ
ば
、
時
代
の
矛
盾
は
無
い
こ
と
に
な
る
が
今
度
は
文
字
が
承
知
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

唐
虞
時
代
の
文
字
は
誰
も
知
ら
な
い
が
、
周
以
前
に
楷
書
が
あ
る
な
ど
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
と
も
唐

は
韓
の
間
違
で
あ
つ
た
と
逃
る
道
も
あ
る
が
、
唐
を
カ
ラ
と
讀
む
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
か
ら
に
は
矢
張
唐
以
後
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の
こ
と
と
な
り
、
結
局
逃
げ
る
路
を
失
つ
て
斃
れ
て
仕
舞
ふ
。

　
以
上
内
容
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
内
的
矛
盾
を
含
む
の
み
な
ら
ず
、
明
治
後
に
至
り
漸
く
知
れ
渡
つ
た
こ

と
を
記
す
る
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
之
を
雄
略
天
皇
時
代
の
記
録
と
な
す
は
妄
も
甚
だ
し
い
。

　
上
述
の
理
由
に
由
り
大
日
本
天
皇
國
太
古
大
上
々
代
御
皇
譜
神
代
文
字
之
卷
大
臣
紀
氏
竹
内
平
群
眞
鳥
宿
禰

書
寫
眞
筆
は
明
治
時
代
の
僞
作
に
し
て
、
作
者
は
他
文
書
の
作
者
と
同
一
人
と
爲
す
を
得
べ
き
も
、
筆
寫
者
は

他
文
書
の
筆
寫
者
と
別
人
な
り
と
判
斷
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
六
　
神
代
文
字
之
卷

　
第
五
の
文
書
は
標
記
し
て
大
日
本
天
皇
國
太
古
代
上
々
代
神
代
文
字
之
卷
と
題
し
、
第
四
の
文
書
の
標
題
と

極
似
し
て
ゐ
る
が
御
皇
譜
の
三
字
を
失
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
是
は
第
四
の
文
書
と
同
樣
に
、
單
獨
の
文
書
と
取

る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
纏
つ
た
記
録
の
一
部
分
を
な
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
前
後
二
枚
續
に
な
つ
て

ゐ
て
悉
く
見
慣
れ
ぬ
文
字
を
以
て
書
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
所
謂
神
代
文
字
と
云
ふ
も
の
か
と
思
ふ
と
、
聊
か

お
ど
さ
れ
る
が
、
併
し
さ
う
聞
か
さ
れ
て
も
少
し
も
驚
く
こ
と
は
な
い
。
今
迄
平
群
眞
鳥
の
飜
譯
を
見
て
來
た

所
で
古
い
言
葉
も
正
し
い
事
實
も
知
ら
ず
し
て
、
出
鱈
目
を
書
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
方
も
其
積
り
で
、

ど
し
〳
〵
片
付
け
る
方
針
に
出
る
。
と
こ
ろ
で
唯
一
つ
困
つ
た
こ
と
は
此
文
書
は
一
見
第
四
文
書
の
原
文
と
見

る
こ
と
が
出
來
な
い
、
即
ち
第
四
文
書
は
此
文
書
を
判
讀
す
る
に
最
初
の
手
懸
と
な
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
依
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つ
て
致
方
が
な
い
か
ら
此
文
書
自
體
の
上
に
手
懸
を
探
す
こ
と
に
す
る
よ
り
他
に
道
は
な
い
。
偖
て
此
文
書
の

本
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　　　　　
右
文
書
の
中
か
ら
形
の
異
つ
た
文
字
を
拾
出
し
て
見
れ
ば
其
數
四
十
四
と
な
る
。
而
し
て
或
る
文
字
の
右
肩

に
「
¨
」
符
を
附
し
た
も
の
を
見
受
け
る
が
、
是
は
濁
音
符
と
解
す
る
。
さ
う
す
る
と
此
等
四
十
餘
の
文
字
は

イ
ロ
ハ
或
は
五
十
音
に
外
な
ら
な
い
と
の
推
測
を
爲
す
事
が
出
來
る
。
此
假
定
の
下
に
此
等
四
十
四
の
異
樣
の

文
字
と
五
十
音
と
を
同
知
す
る
試
み
を
凡
そ
二
十
段
に
分
つ
て
布
演
し
て
見
よ
う
。

　
一
。
第
十
九
行
及
び
第
三
十
二
行
の
略
〻
同
位
置
に
於
て
と
と
そ
れ
／
″
＼
記
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
是
は
其

所
在
の
位
置
か
ら
推
察
し
て
紙
の
順
位
を
示
し
て
ゐ
る
數
字
と
取
ら
れ
、
就
中
黒
く
消
し
た
所
は
書
損
の
あ
つ

た
も
の
と
取
ら
れ
る
。
而
し
て
此
二
枚
は
連
續
し
た
も
の
と
し
て
置
い
た
が
、
左
樣
に
考
へ
る
こ
と
が
最
も
相

應
し
い
と
思
ふ
か
ら
、
此
假
定
の
も
と
に
右
に
取
出
し
た
異
形
文
字
の
二
つ
の
組
合
は
二
箇
の
連
續
し
た
數
字

と
し
て
讀
む
こ
と
を
試
み
る
。
而
し
て
既
に
示
し
た
方
針
に
從
ひ
此
等
の
文
字
を
大
膽
に
近
代
讀
み
に
す
る
の

で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
先
づ
以
て
左
の
讀
方
の
外
な
い
こ
と
に
な
る
。
長
方
形
内
の
讀
方
は
相
互
の
關
係
に
由

り
否
定
さ
れ
て
消
滅
に
歸
す
る
こ
と
は
下
に
説
明
す
る
如
く
で
あ
る
。
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（
一
）
三
サ
ン
　
ロ
ク
　
シ
チ
一
　
ハ
チ
四

　
　
（
二
）
シ
フ

　
　
（
三
）
ニ
　
　
シ
　
一
　
三
コ
　
　
二
ク
　

　
　
（
四
）
二
イ
チ
　
サ
ン
　
三
ロ
ク
　
シ
チ
一
　
二
ハ
チ

　
　
　
第
一
に
數
の
文
字
の
數
が
五
と
六
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
等
の
數
は
十
位
の
數
で
あ
る
こ
と
を
決
定
す

　
　
る
。
次
に
（
二
）
の
は
其
位
地
に
よ
り
十
の
讀
み
に
當
る
べ
き
を
以
て
シ
フ
と
判
讀
せ
ら
れ
る
。
即
ち
は

　
　
シ
、
は
フ
と
同
知
す
る
。
同
時
に
　
　
一
形
内
の
讀
方
は
否
定
さ
れ
て
消
滅
す
る
。
次
に
（
三
）
の
と

　
　
（
四
）
の
と
は
連
續
す
る
數
を
現
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
條
件
に
抵
觸
す
る
二
　
　
形
内
の
讀
方

　
　
は
消
滅
す
る
。
次
に
は
第
三
行
及
び
第
八
行
に
言
葉
の
首
字
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
ラ
行
の
假
名
で
な
い
。

　
　
即
ち
之
を
サ
と
取
る
。
同
時
に
は
ン
、
は
ニ
と
決
定
す
る
。
而
し
て
三
　
　
形
内
の
讀
方
は
消
滅
す
る
。

　
　
次
に
は
絶
え
て
言
葉
の
首
字
に
な
つ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
ラ
行
の
字
と
取
る
。
即
ち
　
　
四
形
内
の
讀
方
が

　
　
消
滅
し
て
は
ロ
、
は
ク
と
同
知
さ
れ
る
。
以
上
合
計
七
字
が
同
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
。
第
二
十
六
行
よ
り
始
ま
り
第
三
十
行
に
終
る
五
人
の
署
名
と
覺
し
き
終
の
三
字
は
皆
と
な
つ
て
ゐ

　
　
る
。
本
文
に
も
此
組
合
が
所
々
に
出
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
以
て
見
れ
ば
、
是
は
確
に
神
代
に
屡
〻
使
用
さ
れ

　
　
る
語
で
、
人
名
の
終
に
着
く
尊
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
の
推
定
に
よ
り
は
ミ
、
は
コ
、
は
ト
と
同
知
さ
れ

　
　
る
。

　
　
　
三
。
象
形
文
字
と
思
は
れ
る
も
の
が
數
多
あ
る
が
、
既
に
サ
と
同
知
し
得
た
は
柵
の
象
形
な
る
こ
と
明
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か
で
、
は
荷
、
は
身
、
は
戸
の
象
形
で
あ
ら
う
。
此
例
に
傚
へ
ば
は
田
即
ち
タ
、
は
手
即
ち
テ
、
は
目
即

　
　
ち
メ
、
は
矢
即
ち
ヤ
、
は
輪
即
ち
ワ
な
る
こ
と
一
見
し
て
明
か
で
あ
る
。
其
他
に
も
澤
山
あ
る
樣
に
見
え

　
　
る
が
速
斷
し
な
い
。

　
　
　
四
。
以
上
三
段
の
結
果
を
第
二
十
九
行
及
び
第
三
十
行
の
尊
の
名
前
に
應
用
す
れ
ば
は
コ
ヤ
ミ
コ
ト
、

　
　
は
フ
ト
タ
ミ
コ
ト
と
な
り
、
を
ネ
、
を
マ
と
す
れ
ば
完
全
な
る
名
前
と
な
る
。
由
つ
て
は
ネ
、
は
マ
と
同

　
　
知
す
る
。

　
　
　
五
。
第
四
文
書
第
二
枚
第
三
行
平
群
眞
鳥
署
名
の
左
傍
の
神
代
文
字
花
押
は
マ
ト
で
あ
る
か
ら
は
リ
と

　
　
取
つ
て
間
違
な
か
ら
う
。
即
ち
を
リ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
六
。
第
二
行
に
と
あ
る
中
に
即
ち
十
、
即
ち
萬
年
な
ど
入
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
此
組
合
は
數
字

　
　
と
思
は
れ
る
、
而
し
て
象
形
と
取
ら
れ
る
は
葉
、
は
乳
即
ち
ハ
チ
を
成
立
せ
し
め
る
。
又
も
數
字
と
す
れ

　
　
ば
億
を
想
は
し
め
、
同
時
に
は
尾
の
象
形
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
來
億
は
オ
ク
で
あ
る
べ
き
だ
が
、

　
　
神
代
に
在
つ
て
自
由
に
漢
音
を
使
ふ
位
で
あ
る
か
ら
オ
ヲ
の
混
同
な
ど
は
問
題
と
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
依

　
　
て
は
ハ
、
は
チ
、
は
ヲ
と
同
知
せ
し
め
る
。

　
　
　
七
。
第
一
行
終
よ
り
第
二
行
に
か
ゝ
り
て
と
あ
る
が
ヲ
ミ
ヤ
ヲ
ク
リ
テ
で
、
は
前
後
の
關
係
か
ら
ツ
と

　
　
取
る
を
自
然
と
す
る
。
即
ち
を
ツ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
八
。
第
八
行
第
九
行
及
び
第
十
六
行
に
と
組
合
せ
て
ゐ
る
が
、
是
は
ミ
ミ
コ
ト
で
あ
る
か
ら
、
天
津
教

　
　
の
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
を
想
出
さ
せ
る
。
即
ち
を
ス
、
を
ラ
と
同
知
す
る
の
で
あ
る
。
幸
に
此
想
像
に
よ
つ
た
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同
知
は
他
に
應
用
し
て
支
障
を
生
じ
な
い
か
ら
確
定
し
て
置
く
。

　
　
　
九
。
第
三
行
第
七
行
第
十
一
行
等
に
が
あ
り
第
十
三
行
に
が
あ
る
。
而
し
て
第
二
十
行
に
此
二
つ
の
連

　
　
續
が
あ
る
。
此
中
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
字
は
唯
の
二
字
で
あ
る
が
、
直
覺
的
に
是
は
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ

　
　
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
に
想
達
す
る
。
而
し
て
は
木
、
は
魚
の
象
形
と
取
れ
ば
よ
い
の
で
、
此
判
讀
の
當

　
　
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
即
ち
は
イ
、
は
ナ
、
は
キ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
十
。
第
四
行
に
、
第
五
行
に
と
あ
る
は
イ
ツ
イ
ロ
ト
、
イ
ロ
ト
と
な
り
、
五
色
人
を
想
出
さ
せ
る
。
さ

　
　
う
思
付
け
ば
は
如
何
に
も
火
の
象
形
と
取
ら
れ
る
。
依
て
を
ヒ
と
同
知
せ
し
め
る
。

　
　
　
十
一
。
第
十
行
末
よ
り
十
一
行
に
亙
り
と
あ
る
は
マ
テ
ラ
ス
ミ
コ
ト
に
て
、
を
ア
と
す
れ
ば
天
照
ら
す

　
　
尊
と
な
る
。
依
て
を
ア
と
決
定
す
る
。

　
　
　
十
二
。
第
一
行
に
二
ヶ
所
、
其
他
に
も
現
る
る
組
合
は
ヲ
ホ
と
し
て
大
の
意
味
に
取
れ
ば
意
味
通
ず
る
。

　
　
大
は
元
來
オ
ホ
な
れ
ど
天
津
教
で
は
ヲ
ホ
で
差
支
へ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
を
ホ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
十
三
。
第
二
十
四
行
は
シ
タ
マ
フ
と
爲
す
べ
き
所
な
れ
ど
マ
は
既
に
と
同
知
せ
ら
れ
て
ゐ
る
故
、
天
津

　
　
教
流
に
假
名
遣
ひ
に
頓
着
せ
ず
し
て
、
シ
タ
モ
フ
に
て
通
ず
る
と
な
し
、
を
モ
と
同
知
し
て
置
く
。

　
　
　
十
四
。
第
二
十
七
行
の
は
野
の
象
形
で
ノ
字
な
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
是
は
隨
所
に
現
れ
て
ゐ
る
が
此

　
　
推
測
の
妥
當
な
る
こ
と
が
直
に
證
明
さ
れ
る
。
即
ち
は
ノ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
十
五
。
第
十
五
行
は
前
後
の
關
係
よ
り
加
賀
の
白
山
と
云
ふ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
は
カ
、
は
イ

　
　
に
當
つ
べ
き
も
、
イ
に
は
既
に
が
同
知
せ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
は
ユ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
蓋
し
此
字
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は
湯
の
象
形
で
あ
る
。
此
推
斷
の
妥
當
な
る
こ
と
は
第
七
行
の
、
第
九
行
の
、
第
十
一
行
の
に
於
け
る
の

　
　
用
例
に
照
し
て
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
十
六
。
第
五
行
及
び
第
二
十
一
行
に
現
れ
る
は
明
か
に
象
形
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
龜
の
如
き
動
物
の

　
　
背
を
形
ど
り
た
る
も
の
と
解
し
セ
と
す
る
。
そ
れ
に
て
意
味
が
通
ず
る
。

　
　
　
十
七
。
第
五
行
第
六
行
第
七
行
第
十
三
行
等
に
現
れ
る
は
前
後
に
鑑
み
て
ヨ
と
す
れ
ば
意
味
が
通
ず
る
。

　
　
即
ち
を
ヨ
と
同
知
す
る
。

　
　
　
十
八
。
第
八
行
、
第
十
一
行
よ
り
第
十
二
行
に
至
る
、
第
十
四
行
、
第
二
十
五
行
（
本
文
を
脱
す
）
等

　
　
に
於
け
る
は
數
字
を
現
は
す
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
一
イ
チ
ヒ
ト
ツ
二
ニ
フ
タ
ツ
三
サ
ン
ミ

　
　
ツ
四
シ
ヨ
ツ
五
コ
イ
ツ
ヽ
六
ロ
ク
ム
ツ
七
シ
チ
ナ
ナ
ツ
八
ハ
チ
ヤ
ツ
九
ク
コ
コ
ノ
ツ
十
シ
フ
ト
ウ
百
ヒ
ヤ

　
　
ク
モ
モ
千
セ
ン
チ
チ
萬
マ
ン
ヨ
ロ
ツ
億
オ
ク
と
並
べ
見
る
と
唯
六
の
名
稱
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
ム
の
字
だ
け

　
　
が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
を
ム
と
取
る
。
併
し
ム
を
六
と
し
て
應
用
し
て
見
る
と
六
六
億
萬
年
、

　
　
一
六
六
萬
年
、
七
六
六
萬
年
、
八
六
六
萬
年
等
と
な
り
少
し
も
意
味
を
爲
さ
な
い
。
然
る
に
天
津
教
で
は

　
　
モ
を
ム
と
訛
る
例
は
第
四
文
書
の
根
を
ム
ト
と
讀
ま
せ
る
こ
と
で
判
つ
て
ゐ
る
が
、
此
所
の
ム
も
モ
の
訛

　
　
と
取
れ
ば
ム
ム
も
モ
モ
即
ち
百
と
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
意
味
は
完
全
に
通
ず
る
。
即
ち
を
ム
と
す
る
こ

　
　
と
は
正
し
い
。

　
　
　
十
九
。
第
二
行
第
十
六
行
第
二
十
五
行
に
の
言
葉
が
あ
る
が
第
二
十
五
行
に
於
け
る
下
の
言
葉
と
の
關

　
　
係
か
ら
即
位
に
當
る
も
の
と
推
定
出
來
る
。
即
ち
は
ソ
と
同
知
す
る
。
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二
十
。
以
上
四
十
四
字
の
中
三
十
九
字
を
同
知
し
得
た
か
ら
、
殘
る
も
の
は
の
六
字
と
な
つ
た
。
而
し

　
　
て
イ
ロ
ハ
の
側
か
ら
見
て
同
知
さ
れ
な
い
も
の
は
ヘ
ヌ
ル
レ
ウ
ヰ
オ
ケ
エ
ヱ
の
十
字
で
あ
る
。
此
等
の
十

　
　
字
を
代
る
〳
〵
神
代
文
字
に
當
嵌
め
意
味
が
通
ず
る
や
否
や
を
見
れ
ば
自
ら
同
知
が
出
來
る
こ
と
に
な
る

　
　
の
で
あ
る
。
同
知
の
結
果
を
云
へ
ば
は
ウ
、
は
エ
、
は
オ
、
は
ヘ
、
は
ル
、
は
レ
で
あ
る
。
こ
れ
で
文
書

　
　
中
の
文
字
は
悉
皆
解
つ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
又
ケ
ヌ
ヰ
ヱ
の
四
文
字
が
文
書
内
に
現
れ
て
ゐ
な
い
こ

　
　
と
も
判
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
ア
行
　

　
　
カ
行
　

　
　
サ
行
　

　
　
タ
行
　

　
　
ナ
行
　

　
　
ハ
行
　

　
　
マ
行
　

　
　
ヤ
行
　

　
　
ラ
行
　

　
　
ワ
行
　

　
　
ン
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右
二
十
段
の
檢
索
に
よ
る
結
果
を
五
十
音
の
表
に
す
れ
ば
上
の
如
く
で
あ
る
。
一
見
象
形
文
字
と
想
は

　
　
れ
る
も
の
を
摘
出
す
れ
ば
蚊
、
木
、
柵
、
背
、
田
、
乳
、
土
、
手
、
戸
、
魚
、
荷
、
根
、
野
、
葉
、
火
、

　
　
屁
、
穗
、
眉
、
身
、
褓
、
目
、
藻
、
矢
、
湯
、
輪
、
尾
、
等
が
得
ら
れ
る
。
他
も
亦
皆
象
形
文
字
ら
し
く

　
　
想
は
れ
る
も
俄
に
決
定
し
難
い
。
偖
て
全
部
を
象
形
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
即
ち
形
文
字
で
、
こ
の
形

　
　
文
字
を
念
頭
に
置
き
、
之
に
對
し
て
片
假
名
を
第
四
文
書
に
於
て
見
た
る
如
く
形
假
名
と
稱
す
る
に
非
ざ

　
　
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
妥
當
の
名
稱
と
は
思
へ
な
い
が
、
天
津
教
で
か
く
考
へ
た
の
で
な

　
　
か
ら
う
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
當
つ
て
ゐ
る
な
ら
、
天
津
教
は
木
に
竹
を
接
い
だ
と
評

　
　
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
第
一
、
文
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
先
づ
以
て
部
分
的
檢
査
よ
り
始
め
る
。

　
　
（
イ
）
文
字
の
右
下
方
に
位
す
る
小
黒
點
は
句
讀
點
で
あ
る
が
、
要
ら
な
い
と
思
ふ
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
り
、

　
　
一
個
で
十
分
で
あ
る
の
に
二
個
打
つ
た
り
し
て
あ
る
。
第
四
行
第
七
行
第
十
一
行
第
十
三
行
第
十
五
行
第

　
　
十
六
行
第
十
七
行
等
に
其
例
が
あ
る
。

　
　
（
ロ
）
假
名
遣
ひ
の
誤
は
甚
だ
夥
し
い
。
オ
ヲ
の
混
用
は
多
く
あ
る
が
意
味
を
取
違
へ
る
恐
れ
も
な
い
か

　
　
ら
一
々
指
摘
し
な
い
。
ス
を
シ
と
す
る
頑
強
性
は
無
論
此
所
に
も
繼
續
す
る
。
第
一
行
第
十
六
字
は
の
誤
、

　
　
第
四
行
第
十
二
字
も
亦
の
誤
、
第
六
行
第
十
字
及
び
第
七
行
第
三
字
は
の
誤
（
此
は
古
言
と
取
れ
ば
差
支

　
　
へ
な
い
）
、
第
二
十
四
行
第
十
三
字
は
の
誤
、
第
二
十
八
行
第
三
字
は
の
誤
、
第
三
十
一
行
第
十
九
字
は

　
　
の
誤
と
す
べ
き
で
あ
る
。

52天津教古文書の批判





　
　
（
ハ
）
全
然
關
係
を
認
め
る
こ
と
出
來
な
い
字
を
使
つ
た
も
の
に
第
二
十
四
行
第
六
字
が
あ
る
。
是
は
と

　
　
す
べ
き
で
あ
る
が
、
此
文
章
な
ら
で
も
我
慢
出
來
る
。
併
し
で
は
全
く
意
味
を
爲
さ
な
い
。

　
　
（
ニ
）
脱
字
を
掲
ぐ
れ
ば
、
第
二
行
の
の
下
に
月
の
名
が
落
ち
て
ゐ
る
が
、
何
月
を
入
れ
て
よ
い
か
判
ら

　
　
な
い
。
第
三
行
第
十
二
字
と
第
十
三
字
と
の
間
に
の
三
字
を
補
入
せ
ざ
れ
ば
イ
サ
ナ
キ
ミ
フ
タ
カ
ミ
で
意

　
　
味
を
爲
さ
な
い
。
第
七
行
第
七
字
よ
り
始
ま
る
は
脱
字
が
あ
り
さ
う
に
思
は
れ
る
。
の
間
に
を
入
れ
る
と
、

　
　
是
ヲ
バ
一
ニ
の
意
と
な
り
解
か
る
こ
と
に
な
る
。
第
十
四
行
第
十
七
字
の
上
に
を
補
ふ
べ
き
で
あ
る
と
思

　
　
ふ
。
そ
れ
と
も
天
津
教
用
例
で
之
を
省
略
す
る
を
慣
例
と
し
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
第
十
六
行
第
二

　
　
字
と
第
三
字
と
の
間
及
び
第
二
十
六
行
第
六
字
と
第
七
字
と
の
間
に
は
第
十
行
に
於
け
る
用
例
に
從
へ
ば

　
　
を
入
れ
る
の
で
あ
る
が
、
是
は
孰
れ
を
是
と
す
べ
き
か
判
ら
な
い
が
、
注
意
を
要
す
る
た
め
此
所
に
記
し

　
　
て
置
く
。
第
二
十
三
行
第
十
五
字
の
下
に
が
脱
し
て
ゐ
る
。
第
二
十
五
行
第
十
字
の
下
に
を
拔
か
し
て
ゐ

　
　
る
。

　
　
（
ホ
）
動
詞
の
終
止
形
を
取
る
べ
き
所
に
連
用
形
を
用
ゐ
る
こ
と
は
第
四
文
書
に
於
て
見
出
さ
れ
た
の
で

　
　
あ
る
が
、
此
第
五
文
書
の
中
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
本
文
中
に
も
あ
る
が
、
最
も
著
し
き
は
署
名
に
伴
つ

　
　
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
四
文
書
に
於
け
る
と
同
じ
で
あ
る
。
第
二
十
五
行
以
下
第
三
十
一
行

　
　
に
至
る
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
（
ヘ
）
神
代
の
言
葉
を
以
て
記
し
て
あ
る
筈
な
る
に
、
漢
音
の
言
葉
が
雜
つ
て
ゐ
る
。
第
二
行
（
即
位
八

　
　
十
八
億
萬
年
）
、
第
三
行
（
サ
イ
シ
）
、
及
び
（
サ
イ
カ
ン
シ
ヤ
ウ
）
、
第
四
行
（
天
）
、
第
六
行
（
ス
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イ
モ
ン
）
、
第
八
行
、
（
天
ヲ
百
億
萬
年
）
、
第
十
一
行
よ
り
第
十
二
行
に
亙
り
、
（
百
億
五
百
萬
年
）
、

　
　
第
十
四
行
（
億
）
、
及
び
（
萬
年
）
、
第
十
六
行
（
即
位
）
、
及
び
（
八
）
、
第
十
六
行
（
萬
年
）
、
第

　
　
十
九
行
（
六
十
二
）
、
第
二
十
一
行
（
サ
イ
カ
ン
シ
ヤ
ウ
）
、
及
び
（
サ
イ
）
、
第
二
十
二
行
（
天
）
、

　
　
（
フ
ク
サ
イ
）
、
及
び
（
サ
イ
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ
此
語
は
前
に
も
出
て
ゐ
る
が
綴
方
が
異
な
つ
て
ゐ
る
）
、

　
　
第
二
十
五
行
（
即
位
八
百
萬
年
）
、
及
び
（
一
）
、
第
三
十
二
行
（
六
十
三
）
等
以
て
徴
す
べ
き
も
の
で

　
　
あ
る
。
偖
て
脱
字
誤
字
等
を
補
正
す
れ
ば
全
文
は
下
の
如
く
讀
ま
れ
る
。
　
印
を
右
傍
に
附
し
た
る
は
誤

　
　
字
、
左
傍
に
附
し
た
る
は
脱
字
で
あ
る
。

　
　
ニ
．
ス
ミ
ヲ
ヤ
ス
ミ
ラ
ヲ
ホ
カ
ミ
タ
マ
シ
ヘ
タ
カ
ラ
ヲ
．
ヲ
ホ
ミ
ヤ
ヲ
ツ
ク
リ
テ
．
ソ
ク
イ
ハ
チ
シ
フ
ハ

　
　
チ
ヲ
ク
マ
ン
ネ
ン
．
　
（
不
　
　
明
）
マ
ド
ム
ツ
ヒ
．
サ
イ
シ
イ
サ
ナ
キ
イ
サ
ナ
ミ
フ
タ
カ
ミ
．
サ
イ
カ

　
　
ン
シ
ヤ
ウ
．

　
　
マ
ツ
リ
ス
．
イ
ツ
イ
ロ
ヒ
ト
ハ
ヘ
レ
ス
．
．
テ
ン
ヲ
．
ミ
コ
ト
シ
．
ヲ
ン
ヘ
タ
チ
．
イ
タ
ノ
ク
ニ
ノ
．
イ

　
　
タ
ル
ネ
ク
ニ
ム
リ
セ
ヨ
ト
ア
リ
．
イ
ロ
ヒ
ト
．
イ
ト

　
　
マ
シ
テ
．
オ
ノ
レ
ノ
ク
ニ
イ
．
コ
シ
ネ
ノ
ド
ノ
．
ニ
シ
ウ
ラ
ス
イ
モ
ン
．
ヨ
リ
カ
ラ
イ
カ
ヘ
ル
．
コ
ヲ
イ

　
　
チ
ニ
ア
メ
ヨ
リ
ア
マ
ク
タ
リ
ト
ユ
フ
．
．
イ
サ
ナ
キ
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
テ
ン
ヲ
．
ム
ム
ヲ
ク
マ
ン
ネ
ン
サ
ナ

　
　
ヘ
ツ
キ
タ
ツ
イ
チ
ヒ
．
ミ
コ
ト
バ
ヲ
ア
メ
マ
ツ
リ
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
ヲ
ユ
ヅ

　
　
リ
コ
ト
．
ア
ネ
ノ
ア
マ
サ
カ
リ
ヒ
ニ
モ
カ
ツ
ヒ
ミ
ア
マ
テ
ラ
ス
ミ
コ
ト
ニ
．
ユ
ツ
リ
ワ
タ
シ
．
．
イ
サ
ナ

　
　
キ
カ
ミ
ム
ム
ヲ
ク
イ
ツ
ム
ム
マ
ン
ネ
ン
．
フ
ク
ミ
ツ
キ
．
マ
ド
ヨ
ツ
ヒ
．
コ
シ
ネ
ナ
カ
．
ニ
エ
ヤ
．
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ト
ト
ノ
ヲ
ヤ
マ
．
ヨ
リ
．
カ
ミ
サ
リ
．
イ
サ
ナ
ミ
カ
ミ
．
．
ム
ム
ヲ
ク
マ
ン
ネ
　
ン
．
カ
ナ
メ
ツ
キ
ツ
コ

　
　
モ
リ
ム
ツ
ヒ
ニ
．

　
　
カ
ミ
サ
リ
．
ト
コ
ロ
、
カ
カ
ノ
シ
ラ
ヤ
マ
ト
ユ
フ
．
．
ア
マ
サ
カ
リ
ヒ
ニ
モ
カ
ツ
ヒ
ミ
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
テ

　
　
ン
ヲ
．
ソ
ク
イ
ハ
チ
ム
ム
マ
ン
ネ
ン
．
ム
ツ
ヒ
ツ
キ
．
タ
ツ
イ
チ
ヒ
．
ニ
．
ム
ト
フ
ミ
ク
ラ
イ
シ
ノ
シ
ヲ

　
　
ヲ
ツ
カ
ミ
ヲ
ホ
ネ
ノ
カ
ミ
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ク
シ
フ
ニ

　
　
イ
サ
ナ
キ
イ
サ
ナ
ミ
フ
タ
カ
ミ
．
マ
デ
オ
．
フ
ミ
シ
テ
．

　
　
ア
ワ
セ
マ
ツ
リ
．
サ
イ
カ
ン
シ
ヤ
ウ
シ
．
マ
ツ
リ
．
サ
イ
シ
．

　
　
テ
ン
ヲ
．
フ
ク
サ
イ
シ
．
シ
サ
ノ
ヲ
ミ
コ
ト
．
サ
イ
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ

　
　
ヲ
モ
イ
カ
ネ
．
コ
ヤ
ネ
．
フ
ト
タ
マ
．
ヤ
ホ
ヨ
ロ
ヅ
カ
ミ
．

　
　
ミ
コ
ト
．
ツ
ト
ノ
テ
マ
ツ
リ
シ
タ
モ
ウ
．

　
　
　
ソ
ク
イ
ハ
チ
ム
ム
マ
ン
ネ
ン
ム
ツ
ヒ
ツ
キ
タ
ツ
イ
チ
ヒ
ニ
フ
ミ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ヲ
フ

　
　
　
　
ア
マ
サ
カ
リ
ヒ
ニ
モ
カ
ツ
ヒ
ミ
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
シ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ
モ
カ
ツ
ス
サ
ノ
ヲ
ミ
コ
ト
　
シ
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ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
モ
イ
カ
ネ
ミ
コ
ト
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ク
ニ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
マ
　
ヒ
ト
ヲ
　
リ
　
カ
ミ
　
　
コ
ヤ
ネ
ミ
コ
ト
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
ミ
イ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ト
タ
マ
ミ
コ
ト
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
ス
ミ
ヲ
ヤ
ス
ミ
ラ
ヲ
ホ
カ
ミ
タ
マ
ヤ
ノ
タ
マ
シ
ヘ
ニ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ク
シ
フ
サ
ン

　
此
文
の
終
に
天
照
太
神
即
位
八
百
萬
年
正
月
元
日
の
日
附
に
て
御
署
名
が
あ
り
、
之
に
つ
ゞ
き
素
盞
烏
尊
、

天
思
兼
命
、
天
兒
屋
命
、
天
太
玉
命
の
副
署
が
あ
る
。
即
ち
此
文
書
は
神
樣
の
御
書
で
あ
り
、
假
令
模
寫
で
あ

つ
た
と
し
て
も
國
寶
の
資
格
は
十
二
分
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
文
章
の
口
調
か
ら
觀
て
ど
う
し
て
之
が
神
代
の

も
の
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。
幼
童
の
數
へ
歌
に
さ
へ
古
い
呼
方
を
傳
へ
て
ゐ
る
數
字
を
此
文
書
で
は
殆
ど
皆
漢
音

で
讀
ん
で
ゐ
る
。
剩
へ
年
、
即
位
、
勸
請
、
水
門
等
の
語
も
漢
音
に
て
出
現
す
る
。
而
し
て
昔
を
偲
ば
せ
る
目
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出
度
い
語
句
は
更
に
見
當
ら
ず
、
年
月
日
の
鵺
的
讀
方
な
ど
は
以
て
證
と
す
る
に
足
ら
な
い
の
み
か
却
て
打
毀

し
で
あ
る
。
故
に
此
文
章
は
一
見
し
て
近
頃
の
も
の
で
、
し
か
も
拙
劣
の
書
振
り
で
あ
る
こ
と
が
頷
か
れ
る
。

勿
論
天
津
教
で
は
是
は
神
代
の
原
稿
で
あ
る
と
主
張
し
、
其
主
張
の
前
提
と
し
て
漢
音
な
ど
皆
日
本
よ
り
創
つ

た
と
言
ふ
で
あ
ら
う
。
何
事
で
も
日
本
よ
り
創
つ
た
と
い
ふ
負
惜
み
の
考
方
は
獨
り
天
津
教
に
限
ら
ず
、
昔
か

ら
よ
く
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
、
世
間
普
通
の
こ
と
と
し
て
聞
流
し
て
置
い
て
も
差
支
へ
も
な
い
が
、
先
に
部
分

的
に
指
摘
し
て
置
い
た
此
文
の
缺
點
は
見
逃
し
難
い
。
假
名
違
、
脱
字
、
誤
字
等
正
に
亂
脈
と
稱
す
べ
き
に
、

更
に
御
母
親
伊
弉
那
美
尊
の
御
名
の
大
半
を
書
落
し
た
る
如
き
麁
相
の
責
任
を
一
體
誰
に
歸
せ
し
め
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
か
。
こ
ゝ
に
想
到
し
た
ら
天
津
教
は
宜
し
く
反
省
悔
悟
し
て
深
く
謹
愼
す
べ
き
で
あ
る
。
抑
も
か
ゝ

る
亂
脈
は
書
手
の
頭
の
惡
い
の
か
若
く
は
取
急
い
だ
た
め
の
過
失
に
由
る
も
の
と
取
る
が
最
も
穩
當
の
解
釋
で

あ
る
こ
と
は
反
對
す
る
人
も
あ
る
ま
い
が
、
之
に
加
へ
て
天
津
教
に
於
て
事
實
を
こ
ゝ
に
至
ら
し
め
た
る
特
殊

の
事
情
も
進
ん
で
推
定
出
來
る
と
思
ふ
。
即
ち
天
津
教
で
は
平
群
眞
鳥
の
記
録
を
神
代
文
字
の
記
録
の
飜
譯
で

あ
る
と
稱
す
る
の
で
あ
る
が
、
事
實
は
正
反
對
で
神
代
文
字
の
記
録
は
平
群
眞
鳥
の
記
録
の
飜
譯
で
あ
る
の
で

あ
る
。
か
ゝ
る
特
殊
の
事
情
の
存
在
の
下
に
飜
譯
を
取
急
い
だ
た
め
、
古
語
の
穿
鑿
も
行
屆
か
ず
、
い
や
が
上

に
誤
謬
を
犯
す
に
至
つ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
文
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
書
は
神
代
文
字
で
記
し
て
ゐ
る
が
、
他
の
文
書
と
同
じ
く
近
頃
の

も
の
で
、
其
作
製
は
第
五
文
書
よ
り
後
る
る
も
の
と
推
斷
さ
れ
る
。

　
第
二
、
書
體
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
、
文
字
は
象
形
と
取
る
べ
き
も
の
で
書
と
も
畫
と
も
着
か
ぬ
な
が
ら
に
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又
兩
性
的
の
性
質
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
書
畫
一
致
の
見
方
を
應
用
し
て
、
氣
韻
如
何
を
探
し
て
見

る
に
、
何
所
か
生
硬
な
る
も
の
が
あ
つ
て
餘
り
善
い
感
じ
を
與
へ
な
い
。
技
巧
の
上
か
ら
見
て
も
單
な
る
熟
練

は
あ
つ
て
も
苦
心
に
因
る
精
練
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
併
し
な
が
ら
此
點
先
入
の
連
想
が
働
き
過
ぎ
る

恐
れ
が
あ
る
か
ら
多
く
を
語
ら
な
い
。
筆
者
の
同
知
に
關
し
て
は
尚
更
ら
臆
し
て
判
斷
を
差
控
へ
る
。

　
私
は
所
謂
神
代
文
字
の
豫
備
知
識
が
無
か
つ
た
た
め
、
此
等
文
書
の
調
査
を
始
め
た
時
に
は
天
津
教
の
神
代

文
字
は
讀
め
よ
う
と
は
想
は
な
か
つ
た
が
、
丁
附
の
數
字
に
不
圖
氣
附
い
て
か
ら
奮
發
し
て
凡
そ
一
ヶ
月
を
費

し
て
全
部
が
讀
め
た
。
後
に
友
人
の
渡
邊
大
濤
氏
か
ら
近
頃
某
氏
の
著
し
た
神
代
文
字
の
本
の
中
に
此
文
字
を

説
い
て
ゐ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
自
分
の
寡
聞
を
恥
づ
る
と
同
時
に
、
世
間
に
は
又
迷
信
者
も
あ
る
も
の
と
思

つ
た
。
此
時
ふ
と
上

記







に
使
用
し
た
神
代
文
字
も
此
文
字
で
な
か
つ
た
か
と
想
ひ
、
調
べ
て
見
る
と
果
し
て

其
通
り
で
あ
る
。
是
で
天
津
教
の
素
性
は
す
つ
か
り
判
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
文
字
は
上
記
と
獨
立
し
て
數
ヶ

所
で
發
見
さ
れ
た
の
で
、
國
學
者
中
に
は
上
記
を
疑
ひ
つ
ゝ
も
此
文
字
だ
け
は
確
か
な
も
の
と
信
じ
た
人
も
あ

つ
た
。
併
し
こ
れ
は
植
附
を
見
破
る
こ
と
の
出
來
な
い
た
め
に
生
じ
た
錯
覺
で
、
無
論
此
文
字
は
上
記
の
作
者

の
手
に
成
つ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
斷
じ
て
神
代
の
も
の
で
は
な
い
。
か
ゝ
る
生
硬
の
新
文
字
は
却
て
製
作
に

大
な
る
努
力
を
要
し
な
い
性
質
の
も
の
で
、
云
は
ば
朝
飯
前
に
も
出
來
る
と
云
ふ
も
の
、
勿
論
判
讀
に
は
手
掛

り
の
如
何
に
應
じ
て
相
當
の
時
間
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
今
植
附
と
云
ふ
こ
と
を
暗
示
し
た
が
、
是
は
欺
瞞
を

覆
ふ
爲
め
に
都
合
の
好
い
事
物
を
、
關
係
の
無
い
と
想
は
る
る
如
き
所
に
作
設
し
、
人
を
し
て
發
見
せ
し
め
る

樣
に
仕
向
け
る
こ
と
で
、
廣
汎
に
行
は
れ
る
手
段
で
あ
る
。
此
植
附
に
は
學
者
も
サ
ク
ラ
と
成
つ
た
り
、
ヂ
ュ
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ー
プ
と
さ
れ
た
り
す
る
相
當
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
即
ち
數
百
年
經
つ
て
初
め
て
暴
露
さ
れ
、
千
年
經
つ
て
も

尚
ほ
疑
問
視
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
り
得
る
。
こ
れ
が
宗
教
界
に
殊
に
多
い
の
は
歎
は
し
い
事
實
で
注
意
に
値

す
る
。
ど
の
道
研
究
家
の
興
味
を
唆
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
舊
い
所
は
時
效
に
か
か
つ
た
如
く
に
思
は
れ
、

ま
た
作
爲
者
が
餘
り
成
效
し
た
場
合
に
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
も
頗
る
多
い
。
然
る
に
近
頃
聞
く
所
に
由
れ

ば
世
間
で
し
き
り
に
異
質
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
新
規
な
神
代
遺
跡
な
ど
を
發
見
し
、
孰
れ
も
天
津
教
の
所
説
を
裏

書
す
る
樣
に
解
せ
ら
れ
る
さ
う
で
あ
る
が
、
其
所
が
即
ち
疑
ふ
べ
き
所
で
、
か
う
し
た
植
附
は
天
津
教
の
爲
め

に
も
愼
ん
だ
方
が
善
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
以
上
書
體
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
神
代
の
文
字
と
見
て
も
餘
り
上
手
な
書
神
の
手
と
は
取
れ
ず
。
結
局
此

文
字
は
後
世
の
文
字
で
、
瞞
著
を
化
粧
す
る
第
二
の
瞞
著
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
判
斷
に
歸
着
す
る
。

　
第
三
、
内
容
に
就
い
て
吟
味
す
る
に
。
形
式
的
に
見
て
記
事
の
精
麁
宜
し
き
を
得
ず
、
此
點
先
づ
疑
ふ
べ
き

も
の
が
あ
る
。
神
代
の
こ
と
は
正
史
に
も
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
空
々
漠
々
捕
捉
し
難
い
の
で
あ
る
。
故
に
水

戸
で
大
日
本
史
を
編
纂
す
る
に
當
り
義
公
の
英
斷
で
神
代
を
削
去
つ
た
こ
と
が
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
こ
の

空
漠
の
背
景
を
利
用
し
て
更
に
景
を
盛
り
輪
を
か
け
た
臺
帳
を
作
り
大
芝
居
を
打
つ
こ
と
が
跡
を
絶
た
な
い
。

孰
れ
も
殊
勝
に
見
せ
か
け
て
居
る
が
必
ず
眉
唾
も
の
で
あ
る
。
此
文
書
を
實
質
的
に
見
て
天
津
教
も
亦
此
種
類

の
惡
巧
で
あ
る
こ
と
を
斷
定
す
る
に
餘
り
が
あ
る
。
此
文
書
第
十
一
行
よ
り
第
十
五
行
へ
讀
續
け
る
と
「
コ
シ

ネ
ナ
カ
ニ
エ
ヤ
ト
ト
ノ
ヲ
ヤ
マ
」
と
云
ふ
が
あ
る
。
是
は
越
中
國
新
川
郡
の
立
山
を
指
す
も
の
と
想
は
れ
る
が
、

ニ
エ
ヤ
は
婦
負
と
も
取
れ
る
。
さ
う
だ
と
す
る
と
立
山
の
所
屬
が
違
ふ
こ
と
に
な
る
。
又
是
よ
り
重
大
な
る
こ

66天津教古文書の批判





と
は
此
所
の
記
事
に
伊
弉
那
美
尊
は
伊
弉
那
岐
尊
よ
り
後
に
御
隱
れ
に
な
つ
た
こ
と
に
し
て
あ
る
が
、
是
は
正

史
と
反
對
で
あ
る
。
か
う
し
た
正
史
を
無
視
す
る
こ
と
は
前
に
も
例
が
あ
る
の
で
珍
し
く
も
な
い
か
ら
、
一
つ

變
つ
た
矛
盾
を
演
繹
し
て
み
よ
う
。
第
七
行
よ
り
第
十
二
行
に
至
る
敍
述
に
伊
弉
那
岐
尊
は
百
億
萬
年
に
し
て

御
位
を
天
照
太
神
に
讓
る
と
あ
り
、
第
二
十
五
行
に
天
照
太
神
即
位
八
百
萬
年
の
日
附
が
あ
る
。
即
ち
此
文
書

作
製
の
時
、
日
本
は
既
に
百
億
八
百
萬
年
の
舊
國
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
間
に
神
口
の
増
加
幾
何
な
り
し
や
と
問

ふ
の
で
あ
る
。
神
代
に
於
け
る
生
殖
に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
條
件
を
今
日
に
比
し
如
何
に
不
利
益
に
見
て
も
百
億

八
百
萬
年
の
間
に
は
夥
し
き
神
々
を
生
産
し
、
時
々
神
退
治
が
行
は
れ
な
い
限
り
、
右
日
附
の
當
時
に
は
地
球

上
陸
と
な
く
海
と
な
く
一
平
方
メ
ー
ト
ル
毎
に
何
百
萬
と
い
ふ
神
を
宿
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
ら
う
と
思

は
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
胸
算
用
で
稍
〻
精
密
の
計
算
も
出
來
な
い
で
は
な
い
が
、
必
要
も
な
い
か
ら
旁
〻
極
く

内
場
に
見
積
つ
て
の
話
で
あ
る
が
、
此
問
題
を
天
津
教
で
は
何
と
片
附
け
る
で
あ
ら
う
。
定
め
し
神
は
天
に
い

ま
せ
ば
地
上
の
廣
狹
な
ど
問
ふ
と
こ
ろ
で
な
い
と
説
明
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
ら
ば
第
一
行
よ
り
第
七
行
に

至
る
記
述
に
伊
弉
那
岐
伊
弉
那
美
二
尊
の
時
代
に
造
ら
れ
た
大
宮
の
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
建
築
物
は
何
處
に

在
つ
た
か
。
記
事
の
前
の
部
分
を
缺
い
て
ゐ
る
か
ら
判
然
し
が
た
い
所
も
あ
る
が
、
續
く
所
に
よ
れ
ば
「
五
色

人
ハ
イ
レ
ス
（
中
略
）
越
根
能
登
ノ
西
浦
水
門
ヨ
リ
唐
イ
カ
ヘ
ル
」
と
あ
り
、
推
察
す
る
に
越
中
國
神
明
村
に

在
つ
た
と
し
た
の
で
な
い
か
と
想
は
れ
る
。
し
て
見
る
と
こ
の
大
宮
は
日
本
の
土
地
に
在
り
、
伊
尊
二
柱
を
始

め
奉
り
八
百
萬
神
も
代
々
日
本
の
土
地
に
御
住
居
あ
ら
せ
ら
れ
た
と
拜
察
す
る
外
は
な
い
。
我
々
も
そ
れ
で
宜

し
い
と
思
ふ
。
而
し
て
又
越
根
中
大
宮
の
規
模
大
な
ら
ず
し
て
、
五
色
人
を
收
容
し
兼
ね
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
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で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
何
故
に
百
億
萬
年
に
相
應
し
て
、
せ
め
て
八
百
萬
里
四
方
の
摩
天
樓
で
も
準
備
し
て
置
か

な
か
つ
た
か
と
言
ひ
た
く
な
る
。
是
を
以
て
之
を
見
る
に
此
文
書
に
於
て
説
く
と
こ
ろ
全
く
數
の
觀
念
を
缺
き
、

常
識
的
の
思
想
を
離
れ
、
而
し
て
正
史
に
反
す
る
記
述
を
敢
て
し
て
憚
ら
な
い
。
實
に
總
ゆ
る
點
よ
り
見
て
人

困
ら
せ
の
虚
妄
を
言
振
ら
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
内
容
の
考
察
を
約
言
す
れ
ば
、
此
文
書
は
荒
唐
無
稽
全
く
信
を
置
く
に
足
ら
な
い
。

　
上
述
の
理
由
に
由
り
、
大
日
本
天
皇
太
古
代
上
々
代
神
代
文
字
之
卷
は
近
年
の
僞
作
に
し
て
、
し
か
も
此
種

類
の
神
代
文
字
の
文
書
は
所
謂
形
假
名
唐
文
字
の
第
五
文
書
の
種
類
の
後
に
成
れ
る
も
の
と
判
斷
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
七
　
結
語

　
以
上
數
節
に
於
い
て
試
み
た
批
判
を
要
約
す
れ
ば
、
天
津
教
が
天
下
の
至
寶
と
し
て
誇
示
す
る
天
照
太
神
、

後
醍
醐
天
皇
、
長
慶
天
皇
の
御
眞
筆
及
び
平
群
眞
鳥
、
竹
内
宗
義
等
の
眞
筆
と
稱
す
る
も
の
は
、
第
一
に
文
章

は
揃
ひ
も
揃
つ
て
下
手
で
あ
り
、
肝
心
な
語
法
語
調
も
億
萬
年
を
通
し
て
不
變
な
る
の
み
な
ら
ず
、
誤
謬
は
頑

強
に
保
持
せ
ら
れ
て
共
通
永
存
し
て
ゐ
る
。
第
二
に
筆
蹟
は
孰
れ
も
見
事
な
ら
ず
、
著
し
く
近
代
風
を
帶
び
た

る
上
に
類
似
の
點
多
く
、
一
々
別
人
の
手
に
成
る
も
の
と
取
れ
な
い
。
第
三
に
所
説
は
正
史
と
矛
盾
す
る
ば
か

り
か
、
明
治
以
後
漸
く
知
れ
亙
つ
た
如
き
こ
と
を
平
然
と
し
て
述
べ
て
ゐ
る
。
依
て
追
次
此
等
の
文
書
に
就
き
、

其
文
體
、
其
書
體
及
び
其
内
容
の
檢
討
を
遂
げ
、
悉
く
最
近
の
僞
造
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
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此
上
疑
問
と
し
て
殘
る
變
態
性
は
之
を
稱
明
し
得
た
と
こ
ろ
で
、
僞
造
の
事
實
を
動
か
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

故
に
天
津
教
は
五
つ
の
致
命
傷
を
蒙
り
完
全
に
生
息
の
道
を
絶
た
れ
た
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
も
し
更
に
文
書

の
原
物
及
び
古
器
物
を
見
る
こ
と
を
爲
さ
ば
彌
〻
益
〻
不
都
合
を
露
現
し
、
も
し
更
に
そ
の
依
據
と
爲
す
上
記

乃
至
西
洋
の
傳
説
と
の
比
較
調
査
を
行
は
ば
剽
竊
炙
直
し
の
狡
計
を
剔
抉
す
る
を
得
べ
き
も
、
要
ら
な
い
努
力

を
拂
つ
て
死
屍
に
鞭
つ
愚
を
演
ず
べ
き
で
な
い
。
顧
ふ
に
天
津
教
の
言
説
は
虚
妄
で
あ
る
が
、
今
迄
そ
の
宣
傳

に
當
つ
て
、
類
似
の
宗
教
的
運
動
に
見
る
如
き
副
作
用
を
伴
は
ざ
る
た
め
、
害
毒
は
比
較
的
輕
微
で
あ
る
と
思

は
れ
る
。
此
點
偶
然
の
結
果
と
云
へ
、
恕
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
か
る
が
故
に
又
か
の
如
何
は
し
き
説
教
を
以

て
す
る
上
に
更
に
如
何
は
し
き
副
作
用
を
以
て
人
を
釣
り
、
陶
醉
迷
溺
せ
し
め
、
其
虚
に
乘
じ
て
、
成
效
を
獲

得
し
た
族
に
比
す
れ
ば
、
天
津
教
の
境
遇
は
貧
弱
で
、
氣
の
毒
に
も
思
ふ
。
此
點
當
然
の
結
果
と
は
云
へ
、
同

情
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
此
際
私
は
漫
り
に
天
津
教
を
惡
口
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
側
ら
に
迷
へ
る
も
の

と
迷
は
ん
と
す
る
も
の
と
を
見
て
、
其
覺
醒
を
促
す
た
め
の
言
を
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
望
む
ら
く

は
天
津
教
も
亦
反
省
悔
悟
し
て
其
妄
を
棄
て
、
速
に
皇
道
の
正
し
き
に
復
歸
せ
ん
こ
と
を
。
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